
再
考
・
中
野
正
剛
「
露
探
」
疑
惑

─
─
政
治
に
お
け
る
「
嘘
」
と
そ
の
波
紋
─
─

小　

 

山　
　

俊　

 

樹

【
要
約
】　

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
三
月
、
衆
議
院
本
会
議
で
中
野
正
剛
（
憲
政
会
）
が
陸
軍
機
密
費
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
田
中
義
一
（
政
友
会
総

裁
）
の
金
銭
疑
惑
を
追
及
し
た
。
そ
の
後
、
今
度
は
政
友
会
の
牧
野
良
三
が
、
中
野
と
ソ
連
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
演
説
を
議
会
で
行
っ
た
。
近
代
政

治
史
上
の
「
嘘
」
と
し
て
知
ら
れ
る
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
嘘
の
生
成
に
至
る
経
緯
と
、
そ
の
影
響
に
注
目
す
る
。
政
友
会
の

「
嘘
」
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
い
う
政
治
に
お
け
る
「
伝
統
的
な
嘘
」（
政
敵
を
攻
撃
し
真
実
を
隠
蔽
す
る
も
の
）
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
野
の
動
向
か
ら

憶
測
し
た
予
断
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
演
説
の
余
波
は
各
所
に
及
ん
だ
。
本
稿
で
は
演
説
を
契
機
と
し
て
、
中
野
の
疑
惑
を
証
明
す
る

た
め
に
、
ハ
ル
ピ
ン
の
ソ
連
領
事
館
等
へ
協
力
者
を
侵
入
さ
せ
て
公
文
書
盗
取
を
試
み
た
人
物
に
よ
る
新
規
発
見
の
記
録
文
書
を
取
り
上
げ
、
ア
ー
レ
ン

ト
が
区
分
し
た
「
伝
統
的
な
嘘
」
と
「
現
代
的
な
嘘
」（
自
ら
発
し
た
嘘
を
真
実
と
混
同
す
る
も
の
）
の
連
続
性
を
考
察
す
る
。	

	
�

史
林　

一
〇
八
巻
一
号　

二
〇
二
五
年
一
月

一　

は　

じ　

め　

に

　

二
〇
一
六
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
は
「W

ord O
f T
he Y

ear
」
に
”Post-truth

（
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
）”の
語
を
選
定
し
た
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
が
信
頼
を
失
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
急
激
に
普
及
す
る
な
か
で
、
事
実
誤
認
や
裏
付
け
の
な
い
情
報
を
基
に
し
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

が
大
規
模
に
流
れ
、
人
々
の
感
情
に
働
き
か
け
た
。
こ
れ
は
政
治
に
も
直
接
的
に
影
響
し
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
投
票
や
米
国
の
大
統
領
選
挙
に

140　（140）



お
け
る
投
票
行
動
を
も
左
右
し
た
と
さ
れ
る
。

　

ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
時
代
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
鍛
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
つ
ま
り
情
報
の
真
偽
を
見
抜
く
力
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、「
嘘
を
嘘
で
あ
る
と
見
抜
く
こ
と
」
は
、
簡
単
で
は
な
い
。
そ
こ
で
他
方
で

は
、
何
が
事
実
か
虚
偽
か
は
重
要
で
は
な
く
、
虚
偽
で
あ
っ
て
も
自
分
に
好
都
合
の
情
報
な
ら
容
易
に
受
け
入
れ
る
、
と
い
っ
た
風
潮
が
拡
大

し
て
い
る
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
見
た
い
も
の
、
信
じ
た
い
も
の
を
信
じ
る
人
の
性
向
（「
確
証
バ
イ
ア
ス
」）
と
党
派
対
立
は
重
な
り
合
う
。
分

極
化
す
る
政
治
情
勢
の
な
か
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
の
好
ま
し
い
情
報
ば
か
り
が
受
容
さ
れ
る
こ

と
で
起
こ
る
市
民
の
果
て
し
な
い
分
断
こ
そ
が
、
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
政
治
に
潜
む
根
本
問
題
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　

嘘
と
バ
イ
ア
ス
が
混
濁
し
、
共
振
す
る
こ
と
で
創
ら
れ
る
政
治
空
間
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
重
大
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
筆
者
は
、
真
実
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
兆
候
を
、
現
今
に
特
有
の
も
の
と
新
味
を
も
っ
て
捉
え
て
は
い
な
い
。
政
治
的
対

立
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
、
歴
史
的
に
も
多
々
起
こ
り
得
た
普
遍
的
な
課
題
の
一
環
で
は
な
い
か
、
と
の
思
い
も
あ
る
た
め
だ
。
そ
れ
に
人
が
嘘

を
つ
く
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
本
当
に
意
図
的
な
嘘
で
あ
る
か
も
含
め
て
、
実
は
簡
単
に
は
判
断
し
得
な
い
こ
と
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

筆
者
は
近
年
、
近
代
日
本
の
機
密
費
研
究
の
過
程
に
お
い
て
、
大
正
年
間
に
発
生
し
た
「
陸
軍
機
密
費
事
件
」
を
あ
ら
た
め
て
探
究
し
て
い

る
。
評
価
が
確
定
し
た
か
に
み
え
る
歴
史
的
事
実
で
さ
え
も
、
そ
の
細
部
の
嘘
や
誤
り
を
見
極
め
る
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
そ
の

過
程
で
、
真
贋
定
か
な
ら
ぬ
事
例
が
多
い
中
、
筆
者
は
当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
な
「
嘘
」
と
さ
れ
て
き
た
、
珍
し
い

事
例
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
。
機
密
費
問
題
を
議
場
で
追
及
し
た
中
野
正
剛
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
「
露
探
」
疑
惑
で
あ
る
。

　

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
三
月
四
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
中
野
正
剛
（
憲
政
会
）
が
陸
軍
機
密
費
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
政
友
会
総
裁
田
中

義
一
の
金
銭
疑
惑
を
追
及
し
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
そ
の
一
週
間
後
の
三
月
一
一
日
、
今
度
は
政
友
会
の
牧
野
良
三
が
、
同
党
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
中
野
自
決
の
決
議
案
」
の
趣
旨
説
明
の
た
め
本
会
議
に
起
ち
、
中
野
に
よ
る
田
中
総
裁
追
及
の
演
説
は
軍
民
を
離
間
す
る
目
的
で
な

さ
れ
、
中
野
自
身
に
は
ソ
連
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
と
述
べ
た
。
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再考・中野正剛「露探」疑惑（小山）



　

当
時
の
政
界
に
お
け
る
党
派
対
立
を
基
調
と
し
た
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
応
酬
の
一
幕
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
だ
が
中
野
の
疑
惑
に
つ

い
て
は
、
当
時
か
ら
充
分
な
証
拠
が
あ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
ず
、
田
中
を
告
発
し
た
中
野
へ
の
反
撃
を
目
的
と
し
た
嘘
・
捏
造
と
す
る
見
方
が

強
か
っ
た
。
本
問
題
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
猪
俣
敬
太
郎
に
よ
る
中
野
の
評
伝
の
ほ
か
、
松
本
清
張
、
渡
邊
行
男
な
ど
の
著
作
が
重
要
で
、
事

件
の
概
略
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
近
年
刊
行
さ
れ
た
中
野
の
評
伝
類
で
は
、
こ
の
疑
惑
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
あ
え
て
、
こ
の
顧
み
る
必
要
も
乏
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
一
つ
の
疑
惑
を
、
再
考
し
た
い
。
中
野
正
剛
が
じ
つ
は
「
露
探
」
で
あ

っ
た
、
な
ど
と
主
張
し
た
い
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
見
え
透
い
た
「
嘘
」
と
さ
れ
る
問
題
が
、
政
局
の
渦
中
に

投
げ
出
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
当
事
者
に
と
っ
て
本
当
に
明
ら
か
な
「
嘘
」
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
疑
惑
自
体
は
ど
の
よ
う
な
波
紋
を

呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
政
治
と
「
嘘
」
の
関
係
、
さ
し
あ
た
っ
て
「
嘘
」
は
ど
こ
ま
で
嘘
と
言
い
得
る
の
か
、
そ
れ
は
何

を
も
た
ら
し
た
の
か
。
同
時
代
的
な
視
点
や
そ
の
影
響
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
拙
い
考
察
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。

政
治
と
嘘
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
「
政
治
に
お
け
る
嘘
」（
引
田

隆
也
・
山
田
正
行
訳
『
真
理
と
政
治
／
政
治
に
お
け
る
嘘
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇

二
四
年
／
原
著 

“Lying in Politics

” Crises of the Republic, H
arcourt Jo-

vanovich,1972

）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
現
代
政
治
現
象
と
の
対
照
に
つ
い
て
、

百
木
漠
『
嘘
と
政
治
─
ポ
ス
ト
真
実
と
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
想
』（
青
土
社
、
二
〇

二
一
年
）
は
、
真
実
を
隠
蔽
す
る
「
伝
統
的
な
嘘
」
と
、
自
分
自
身
を
も
騙
し
て

嘘
と
真
実
の
境
界
を
破
壊
し
、
全
体
主
義
へ
の
道
を
用
意
す
る
「
現
代
的
な
嘘
」

の
対
比
を
提
示
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
察
を
、
現
在
の
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
政

治
に
投
影
す
る
。
近
年
の
近
代
政
治
史
研
究
に
お
い
て
は
、
五
百
旗
頭
薫
『<

嘘

>

の
政
治
史
』（
中
公
選
書
、
二
〇
二
〇
年
）、
井
上
寿
一
『
戦
争
と
嘘
』（
ワ
ニ

ブ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
新
書
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
デ
リ
ダ
「
政
治
に
お
け
る
虚
言
に
つ
い
て
」（
林
好
雄
・

森
本
和
夫
・
本
間
邦
雄
訳
『
言
葉
に
の
っ
て
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
一

年
）、
同
『
嘘
の
歴
史
序
説
』（
未
来
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
参
照
。

中
野
正
剛
（
一
八
八
六
─
一
九
四
三
）
は
福
岡
生
ま
れ
の
政
治
家
。『
東
京
朝

日
新
聞
』
記
者
か
ら
衆
議
院
議
員
（
無
所
属
）。
の
ち
革
新
倶
楽
部
か
ら
憲
政
会

─
立
憲
民
政
党
、
国
民
同
盟
に
所
属
を
替
え
、
一
九
三
六
年
に
東
方
会
を
組
織
し

て
全
体
主
義
運
動
を
推
進
。「
戦
時
宰
相
論
」
で
東
條
英
機
首
相
を
批
判
す
る
な

ど
、
東
條
内
閣
に
対
抗
し
て
逮
捕
、
釈
放
直
後
自
殺
。

「
露
探
」
は
日
露
戦
争
前
後
に
、
日
本
の
国
情
を
ロ
シ
ア
に
通
報
し
た
（
と
さ

れ
る
）
者
を
指
す
称
。
間
諜
、
ス
パ
イ
。
奥
武
則
『
露
探
─
日
露
戦
争
期
の
メ
デ

ィ
ア
と
国
民
意
識
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
／
の
ち
改
題
『
ロ
シ
ア
の

ス
パ
イ
─
日
露
戦
争
期
の
「
露
探
」』
中
公
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
さ

ら
に
日
露
戦
後
に
も
「
露
探
」
概
念
は
市
井
に
定
着
し
た
（
藤
野
裕
子
「
一
九
〇

七
年
『
露
探
』
殺
人
事
件
に
み
る
『
ま
つ
り
の
あ
と
』」『
日
本
歴
史
』
八
七
〇
号
、

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）。

⑥
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同
問
題
に
つ
い
て
は
、
松
本
清
張
「
陸
軍
機
密
費
問
題
」（
新
装
版
『
昭
和
史

発
掘
1
』
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
／
初
出
『
週
刊
文
春
』
一
九
六
四
年
七
月
六

日
～
八
月
一
〇
日
号
、
以
下
『
昭
和
史
発
掘
』）
が
詳
し
い
。
ま
た
筒
井
清
忠

『
戦
前
日
本
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
八
年
）、
同
『
昭
和
戦
前

期
の
政
党
政
治
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。

猪
俣
敬
太
郎
『
中
野
正
剛
の
生
涯
』（
黎
明
書
房
、
一
九
六
四
年
）。
渡
邊
行
男

『
中
野
正
剛
自
決
の
謎
』（
葦
書
房
、
一
九
九
六
年
）。

室
潔
『
評
伝
中
野
正
剛
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
二
一
年
）。
白
戸
健
一

郎
『
中
野
正
剛
の
民
権
』（
創
元
社
、
二
〇
二
四
年
）
二
二
二
─
二
二
三
頁
。

二　

登
壇
す
る
中
野
正
剛
─
機
密
費
問
題
の
追
及
と
疑
惑
の
弁
明

　

中
野
正
剛
が
機
密
費
問
題
を
追
及
す
る
た
め
に
、
衆
議
院
本
会
議
（
第
五
一
帝
国
議
会
）
に
登
壇
し
た
の
は
、
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
三

月
四
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
中
野
の
動
議
を
受
け
て
審
議
日
程
は
変
更
さ
れ
、
壇
上
に
起
っ
た
中
野
は
、
四
名
の
政
友
会
代
議
士
、
小
川
平

吉
・
小
泉
策
太
郎
・
秋
田
清
・
鳩
山
一
郎
を
「
査
問
委
員
会
」
に
か
け
よ
と
述
べ
た
。「
私
ノ
本
來
ノ
希
望
ト
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
今
日
政
界
ニ

於
テ
最
モ
大
ナ
ル
疑
惑
ノ
雲
ニ
蔽
ハ
レ
テ
居
ル
政
友
會
總
裁
田
中
義
一
君
ヲ
査
問
ニ
付
シ
タ
イ
」
が
、「
衆
議
院
ハ
貴
族
院
議
員
ヲ
直
接
査
問

委
員
會
ニ
付
ス
ル
コ
ト
ガ
出
來
マ
セ
ヌ
」
と
の
理
由
で
あ
っ
た
。
小
川
・
小
泉
は
田
中
総
裁
の
擁
立
に
あ
た
っ
て
蠢
動
し
、
秋
田
は
革
新
倶
楽

部
か
ら
、
鳩
山
は
政
友
本
党
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
政
友
会
に
合
流
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
の
と
き
中
野
は
自
分
の
動
議
に
つ
い
て
、
右
の
四
名
を
「
梅
田
寛
一
君
ノ
査
問
委
員
會
ニ
併
託
ス
ベ
シ
ト
云
フ
動
議
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
説

明
し
て
い
る
。
梅
田
寛
一
は
政
友
本
党
の
議
員
で
あ
る
。
当
時
の
議
会
構
成
は
、
与
党
憲
政
会
（
一
六
三
議
席
）、
野
党
政
友
会
（
一
三
六
議
席
）、

政
友
本
党
（
一
一
四
議
席
）
の
三
党
が
衆
議
院
の
中
心
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
梅
田
は
、
田
中
政
友
会
総
裁
の
腹
心
で
あ
る
山
梨
半
造
陸
軍

大
将
の
手
に
よ
っ
て
、
政
友
本
党
を
脱
し
て
政
友
会
に
入
党
す
る
よ
う
勧
誘
を
受
け
、
そ
こ
に
金
品
の
授
受
が
あ
っ
た
と
の
疑
惑
を
か
け
ら
れ

て
い
た
。
政
友
本
党
は
梅
田
を
除
名
し
、
二
月
二
七
日
に
査
問
委
員
会
の
設
置
が
可
決
さ
れ
て
い
た
。

　

山
梨
が
用
い
た
金
品
の
出
処
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
田
中
義
一
総
裁
と
三
百
万
円
の
関
係
を
め
ぐ
る
噂
が
囁
か
れ
て
い
た
。
こ
の
年
一
月
一

⑤

⑥⑦

①
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四
日
、
佐
藤
繁
吉
な
る
人
物
が
田
中
を
契
約
不
履
行
で
東
京
地
裁
に
訴
え
た
。
関
西
の
豪
商
・
乾
新
兵
衛
か
ら
田
中
に
三
百
万
円
の
融
資
を
行

う
仲
介
役
を
務
め
た
佐
藤
は
、
そ
の
成
功
報
酬
一
割
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
佐
藤
の
訴
え
は
翌
日
取
り
下
げ
ら
れ
た

が
、
こ
の
一
件
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
巨
額
の
融
資
を
可
能
に
し
た
田
中
の
担
保
能
力
に
つ
い
て
、
世
上
に
疑
惑
が
流
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
中
野
の
動
議
は
唐
突
な
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
注
目
を
集
め
て
い
た
田
中
に
ま
つ
わ
る
金
銭
疑
惑
を
取
り
上
げ
、
よ
り
火
種
を

拡
大
し
よ
う
と
し
た
行
動
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
敵
党
総
裁
で
あ
る
田
中
義
一
を
追
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、
中
野
は
あ
る
攻
撃
材
料
を
入
手
し

て
い
た
。
陸
軍
部
内
か
ら
の
告
発
で
あ
る
。
そ
れ
も
演
説
の
前
日
に
入
手
し
た
も
の
と
、
中
野
が
壇
上
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

實
ハ
私
ハ
昨
日
斯
ノ
如
キ
文
書
ノ
寫
ヲ
手
ニ
入
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
文
書
ノ
寫
ハ
陸
軍
中
將
、
前
ノ
憲
兵
司
令
官
、
又
第
一
師
團
長
タ
リ
シ
石
光
眞

臣
氏
ガ
陸
軍
ノ
風
紀
ニ
關
シ
、
蹶
起
シ
テ
此
革
淸
ヲ
期
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
決
心
シ
、
元
帥
參
議
官
諸
君
ニ
之
ヲ
回
付
ス
ル
ノ
前
提
ト
シ
テ
、
先
ヅ
貴
族

院
議
員
陸
軍
大
將
立
花
小
一
郎
氏
ニ
手
渡
シ
セ
ラ
レ
、
立
花
小
一
郞
氏
ト
相
談
ノ
上
、
更
ニ
之
ヲ
全
陸
軍
ノ
問
題
ト
セ
ン
ト
ス
ル
此
書
類
デ
ア
リ
マ
ス
、

輕
々
ナ
ル
書
類
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
是
ハ
間
違
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
證
據
ノ
爲
ニ
、
前
ノ
第
一
師
團
長
陸
軍
中
將
石
光
眞
臣
氏
ガ
、
チ
ヤ
ン
ト
其
書

類
ノ
寫
ニ
自
分
カ
ラ
「
サ
イ
ン
」
シ
、
花
押
ヲ
シ
テ
居
ル
（
拍
手
）
今
私
ガ
之
ヲ
讀
上
ゲ
マ
ス
（
此
時
發
言
ス
ル
者
多
シ
）

　

中
野
に
情
報
を
提
供
し
た
の
は
、
石
光
真
臣
中
将
（
元
憲
兵
司
令
官
・
第
一
師
団
長
）
で
あ
っ
た
。
石
光
は
陸
軍
の
綱
紀
問
題
を
憂
い
、「
田
中

大
將
三
百
万
圓
事
件
ハ
未
タ
其
眞
僞
ヲ
詳
ニ
セ
ス
ト
雖
、
之
ニ
依
リ
軍
人
ニ
對
ス
ル
世
人
ノ
疑
惑
ヲ
濃
厚
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
ハ
爭
フ
可
ラ
サ

ル
事
實
ナ
リ
」
と
す
る
報
告
書
を
陸
軍
部
内
の
要
所
に
提
出
し
て
い
た
。
中
野
は
こ
の
報
告
書
を
読
み
上
げ
た
。
①
現
役
軍
人
の
政
治
関
与
は

軍
隊
の
危
機
、
②
金
銭
で
政
界
を
攪
乱
す
る
こ
と
は
軍
人
精
神
道
徳
上
の
重
大
な
犯
行
、
③
田
中
大
将
の
許
容
し
難
き
犯
行
が
、
い
ま
だ
何
ら

の
制
裁
を
受
け
て
い
な
い
の
は
閥
族
横
暴
で
あ
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、
三
百
万
円
を
め
ぐ
る
田
中
と
乾
の
交
渉
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
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た
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
野
の
演
説
冒
頭
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
私
の
身
上
」
に
触
れ
た
一
節
が
あ
る
。

諸
君
、
只
今
政
友
會
ノ
一
角
ヨ
リ
起
リ
マ
シ
タ
御
希
望
ニ
應
ジ
テ
、
先
ヅ
私
ノ
身
上
ヲ
明
白
ニ
シ
、
而
シ
テ
後
ニ
私
ノ
動
議
ノ
趣
旨
ヲ
述
ベ
マ
ス
─
─
私

ノ
身
上
ニ
對
ス
ル
言
明
ハ
議
長
ノ
注
意
ニ
依
リ
後
ニ
延
バ
シ
マ
ス
、
而
シ
テ
動
議
ノ
趣
旨
ヲ
申
上
ゲ
マ
ス
。

　

先
の
政
友
会
幹
部
を
査
問
す
る
動
議
を
説
明
す
る
前
に
、
中
野
は
「
私
の
身
上
」
に
関
す
る
弁
明
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
議
長

に
促
さ
れ
、
動
議
を
先
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
弁
明
と
は
何
か
。
実
は
中
野
の
疑
惑
─
─
ア
ン
ト
ノ
フ
（
駐
日
ロ
ス
タ
ー
通
信
員
）
か
ら
金
銭

を
受
領
し
て
ソ
連
の
「
革
命
ヲ
讚
美
シ
、
日
本
モ
近
キ
將
來
ニ
於
テ
革
命
ア
ル
ベ
キ
デ
ア
ル
ト
云
フ
豫
斷
セ
ル
記
事
ヲ
書
イ
タ
」
と
の
疑
惑

─
─
は
、
す
で
に
前
月
か
ら
議
院
内
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
中
野
自
身
も
直
接
反
論
を
行
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
現
在
一
般
に
は
、
中
野
が
田
中
総

裁
を
機
密
費
問
題
で
攻
撃
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
政
友
会
側
が
付
け
焼
刃
の
反
撃
を
行
う
た
め
に
「
露
探
」
疑
惑
を
急
ぎ
捏
造
し
た
よ
う
に
解

さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
の
経
過
は
相
違
し
て
、
中
野
へ
の
疑
惑
が
燻
り
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
当
の
中
野
が
弁
明
と
同
時
に
爆
弾
動
議
を
実

行
し
た
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
二
月
一
四
日
、
予
算
委
員
分
科
会
の
席
上
で
志
賀
和
多
利
（
政
友
会
）
は
、
去
る
一
月
二
六
・
二
七
日
付
の
新
聞
『
日
本
』
上
に

掲
載
さ
れ
た
中
野
の
疑
惑
を
示
す
記
事
（
後
述
）
に
つ
い
て
触
れ
、
記
事
の
著
者
で
あ
る
久
保
田
榮
吉
と
い
う
人
物
を
「
御
調
ニ
ナ
ッ
タ
コ
ト

ガ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
問
う
た
。
政
府
側
の
答
弁
者
で
あ
る
憲
政
会
系
の
松
村
義
一
（
内
務
省
警
保
局
長
）
は
「
報
告
ニ
接
シ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ

分
リ
マ
セ
ヌ
」「（
中
野
の
疑
惑
に
つ
い
て
）
サ
ウ
云
フ
事
實
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
、
只
今
ハ
斷
言
シ
テ
置
イ
テ
差
支
ナ
イ
」
と
否
定
し
た
。
さ

ら
に
俵
孫
一
（
内
務
政
務
次
官
・
憲
政
会
）
が
、
中
野
正
剛
ら
に
対
す
る
宣
伝
を
「
果
シ
テ
事
實
ナ
ラ
ト
云
フ
假
定
ノ
問
題
迄
モ
高
論
ヲ
及
ボ
ス

コ
ト
ニ
付
テ
ハ
御
互
ニ
注
意
致
シ
タ
イ
」
と
述
べ
る
と
、
志
賀
も
「
私
モ
其
通
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
応
じ
て
、
そ
の
場
の
質
疑
は
収
束
し
た
。
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と
こ
ろ
が
閉
会
後
、
志
賀
が
速
記
の
確
認
に
担
当
部
局
へ
赴
い
た
と
こ
ろ
、
中
野
本
人
が
訪
れ
て
、
た
い
へ
ん
な
剣
幕
で
「
貴
樣
新
聞
以
外

ニ
何
カ
持
ッ
テ
居
ル
カ
」
と
詰
め
寄
っ
た
。
志
賀
は
「
何
モ
持
ッ
テ
居
ラ
ヌ
」
と
答
え
た
が
、
中
野
は
「
俵
次
官
ガ
取
消
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ

言
ハ
レ
タ
カ
ラ
、
貴
樣
言
ッ
タ
コ
ト
ヲ
取
消
セ
」
と
速
記
の
削
除
を
求
め
た
の
で
、
志
賀
は
「
君
ニ
對
シ
テ
疑
念
ガ
ア
ル
ト
云
フ
爲
ニ
ヤ
ッ
タ

ノ
デ
ハ
ナ
イ
」
と
応
じ
た
。「
赤
化
宣
傳
」
に
対
す
る
当
局
の
「
取
調
ベ
ガ
サ
ッ
パ
リ
シ
テ
ナ
イ
」
と
い
う
点
に
質
問
の
重
点
が
あ
る
以
上
、

質
問
そ
の
も
の
を
取
り
消
す
必
要
は
な
い
と
の
考
え
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

翌
一
五
日
、
分
科
会
の
場
に
中
野
本
人
が
来
場
し
、「
一
身
上
ノ
釋
明
ヲ
致
シ
タ
イ
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
志
賀
の
前
日
の
質
疑
に
つ
い

て
「
中
々
巧
妙
ニ
話
シ
テ
ア
リ
マ
シ
テ
、
私
ヲ
攻
メ
タ
ヤ
ウ
ニ
ハ
書
イ
テ
ナ
イ
、
當
局
者
ガ
緩
漫
ダ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ガ
書
イ
テ
ア
リ
マ
シ

タ
」
と
し
た
う
え
で
、「
人
ノ
身
上
ニ
關
ス
ル
重
大
ナ
ル
問
題
ヲ
、
此
委
員
會
ノ
席
上
デ
ア
レ
程
ノ
調
子
デ
御
唱
ヘ
ニ
ナ
ル
ニ
付
テ
ハ
、
此
貴

方
ノ
言
論
以
外
ニ
私
ノ
身
上
ニ
對
シ
テ
根
據
ア
ル
疑
念
ヲ
貴
方
ハ
持
ッ
テ
居
ラ
レ
ル
ノ
カ
ド
ウ
カ
」
と
問
い
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
志
賀
は

「
新
聞
ニ
中
野
君
ノ
コ
ト
ガ
出
タ
以
上
、
之
ヲ
默
殺
シ
タ
ナ
ラ
バ
、
臭
イ
モ
ノ
ニ
葢
ヲ
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
、
赤
化
宣
傳
ト
云
フ
コ

ト
ニ
付
テ
政
府
ハ
取
調
ベ
タ
カ
、
調
ベ
ナ
ケ
レ
バ
取
調
ベ
タ
方
ガ
宜
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
政
府
ニ
警
告
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
、
取
消
ス
必
要
ハ
ナ

イ
」
と
前
日
の
主
旨
を
繰
り
返
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
や
り
取
り
か
ら
半
月
後
、
中
野
は
田
中
総
裁
の
疑
惑
を
突
如
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
そ
の
た
め
三
月
四
日
の
中
野
演
説
に
対

す
る
政
友
会
側
の
反
応
は
、
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
が
か
え
っ
て
怪
し
い
、
と
勘
繰
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
野
の
疑
惑
を
め
ぐ
っ
て
、

す
で
に
分
科
会
で
中
野
と
論
議
を
交
わ
し
て
い
た
志
賀
和
多
利
は
、
中
野
を
追
っ
て
た
だ
ち
に
壇
上
に
起
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

諸
君
、
私
ハ
只
今
中
野
君
ガ
吾
々
議
員
同
僚
ヲ
查
問
會
ニ
付
ス
ベ
シ
ト
云
フ
動
議
ガ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
承
リ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
反
對
ノ
意
見
ヲ
述
ベ
ン
ガ

爲
ニ
出
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
中
野
君
ノ
御
說
明
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
恐
ラ
ク
滿
場
諸
君
ド
ナ
タ
ニ
モ
御
分
リ
ニ
ナ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
唯
、

御
分
リ
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
所
ハ
、
中
野
君
ガ
露
探
デ
ア
ル
ト
カ
「
ス
パ
イ
」
デ
ア
ル
ト
カ
云
フ
問
題
ダ
ケ
ハ
諸
君
ガ
御
分
リ
ニ
ナ
ッ
タ
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
。
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〔
略
〕
中
野
君
ソ
レ
自
身
ガ
今
日
天
下
ノ
疑
惑
ノ
中
心
ト
ナ
ッ
テ
居
ル
ガ
如
ク
、
露
西
亞
ヨ
リ
十
万
圓
ノ
金
ヲ
貰
ッ
テ
、
露
西
亞
ノ
爲
ニ
赤
化
宣
傳
ヲ
シ

テ
居
ル
ト
云
フ
疑
惑
ノ
中
心
點
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
〔
略
〕
中
野
君
ノ
御
演
說
ガ
若
シ
自
分
ノ
身
ノ
上
ヲ
庇
フ
ガ
爲
ニ
、
斯
樣
ナ
コ
ト
ヲ
論
ゼ
ラ
レ
ル
コ
ト
デ

ア
ル
ナ
ラ
バ
、
如
何
ニ
モ
淺
慮
千
萬
ナ
御
考
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
。

　

そ
れ
ま
で
中
野
の
疑
惑
を
信
じ
て
は
い
な
い
と
公
言
し
て
い
た
志
賀
は
、
一
転
し
て
中
野
を
「
今
日
天
下
ノ
疑
惑
ノ
中
心
」
と
し
て
、「
露

探
」
疑
惑
を
確
信
し
た
よ
う
に
語
っ
た
。
志
賀
だ
け
で
は
な
く
、
総
裁
の
疑
惑
を
述
べ
立
て
ら
れ
た
政
友
会
も
、
中
野
の
疑
惑
を
追
及
す
る
方

針
を
固
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
で
、
中
野
は
「
私
ノ
論
文
ヲ
露
西
亞
ノ
新
聞
ニ
載
セ
ル
ノ
ニ
、
十
万
圓
ヲ
出
シ
テ
買
フ
馬
鹿
ガ
何
所
ニ
ア
ル
カ
」
と
ロ
シ
ア
か
ら
の
資

金
供
与
を
否
定
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

好
イ
加
減
ノ
コ
ト
ヲ
言
ウ
テ
居
ル
コ
ト
ヲ
捉
ヘ
テ
、
此
記
事
ヲ
屢
々
議
場
ノ
問
題
ニ
ス
ル
、〔
略
〕
日
本
ト
云
フ
新
聞
ハ
政
友
會
ノ
領
袖
小
川
平
吉
君
ノ
新

聞
デ
ア
ル
サ
ウ
ダ
〔
略
〕
此
赤
新
聞
ニ
書
カ
セ
テ
置
イ
テ
、
ソ
レ
ヲ
議
會
ノ
問
題
ト
ス
ル
、
最
初
ハ
議
場
ニ
於
テ
誰
モ
之
ヲ
問
題
ニ
シ
ナ
カ
ッ
タ
、
段
々

新
聞
ニ
宣
傳
ヲ
ナ
サ
ル
模
樣
デ
ア
ル
、
天
下
ノ
公
平
ナ
ル
新
聞
ハ
之
ヲ
書
カ
ナ
イ
、
ア
ナ
タ
方
ニ
好
意
ノ
ア
ル
新
聞
、
オ
カ
シ
ナ
記
者
ガ
書
ク
ノ
デ
セ
ウ
、

一
種
ノ
宣
傳
デ
セ
ウ
、
ソ
レ
ヲ
書
カ
シ
テ
置
イ
テ
又
議
會
ノ
問
題
ニ
ス
ル
、
而
モ
連
日
、
今
日
ハ
中
野
ヲ
査
問
ニ
付
ス
ル
、
明
日
ハ
付
ス
ル
、
又
付
ス
ル
、

每
日
宣
傳
ヲ
シ
テ
、
而
モ
僕
ノ
名
前
ヲ
新
聞
ニ
出
サ
ウ
ト
思
フ
ノ
ガ
諸
君
ノ
計
畫
デ
ア
ル
、
私
ニ
對
ス
ル
是
ガ
毒
矢
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
、
誰
ダ
ッ
テ
明
白
デ

ア
ル
ダ
ラ
ウ
ト
思
フ
（「
中
野
殺
シ
ノ
陰
謀
ダ
」
ト
呼
フ
者
ア
リ
）
陰
謀
デ
ス
、
而
モ
自
分
等
ハ
ド
ウ
モ
信
ジ
ナ
イ
、
條
理
カ
ラ
考
ヘ
テ
信
ズ
ル
コ
ト
ガ
出

來
ナ
イ
…
。

　

中
野
は
「
桀
狗
堯
ニ
吠
ユ
」
と
の
古
言
を
引
用
し
、「
議
場
ニ
提
起
シ
タ
ル
人
モ
證
據
ハ
持
タ
ヌ
、
疑
惑
モ
居
ラ
ヌ
、
名
ヲ
出
シ
タ
ノ
ハ
如
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何
ニ
モ
粗
忽
デ
ア
ッ
タ
、
敬
承
ス
ル
ト
言
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
之
ヲ
以
テ
私
ノ
身
上
ニ
疑
問
ヲ
挾
ム
行
動
ヲ
爲
ス
ニ
至
ッ
テ
ハ
不
可
解
千
萬
デ
ア
ル
」

と
し
て
、
田
中
総
裁
に
疑
惑
が
向
け
ら
れ
て
い
る
政
友
会
が
「
四
分
五
裂
セ
ン
ト
ス
ル
時
ニ
當
ッ
テ
、
私
ニ
毒
矢
ヲ
放
ツ
」
も
の
だ
が
、「
諸

君
ノ
毒
刃
ニ
依
ッ
テ
、
私
ノ
身
上
ハ
却
テ
輝
ク
モ
ノ
ト
信
ズ
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
（
拍
手
）」
と
述
べ
て
、
自
身
に
対
す
る
誹
謗
攻
撃
の
非
を

訴
え
た
。中

野
正
剛
へ
の
「
露
探
」
疑
惑
の
発
端
と
見
ら
れ
る
陸
軍
機
密
費
問
題
（
田
中

義
一
政
友
会
総
裁
の
金
銭
流
用
疑
惑
）
の
追
及
に
つ
い
て
は
、
帝
国
議
会
が
主
た

る
舞
台
と
な
っ
た
。
以
下
、
前
掲
松
本
『
昭
和
史
発
掘
』、
前
田
英
昭
『
国
会
の

「
機
密
費
」
論
争
』（
高
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
を
中
心
に
確
認
す
る
。

議
事
録
の
引
用
に
つ
い
て
は
、「
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」（https://

teikokugikai-i.ndl.go.jp/#/

）
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
議
事
速
記
録
に
よ
り
校

訂
し
た
。

三　

報
復
と
し
て
の
「
嘘
」
？
─
「
露
探
」
疑
惑
の
証
明
失
敗

　

志
賀
和
多
利
が
予
算
分
科
会
で
提
示
し
た
『
日
本
』
掲
載
の
久
保
田
榮
吉
に
よ
る
記
事
は
、
同
人
の
著
書
に
収
録
さ
れ
て
現
在
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
中
野
自
身
が
反
駁
し
た
よ
う
に
、
話
の
内
容
は
久
保
田
が
ロ
シ
ア
の
獄
中
で
、
三
宅
雪
嶺
と
中
野
正
剛
が
「
ア
ン
ト
ノ
フ
か
ら
十
万

円
を
貰
つ
て
、
通
信
を
は
げ
ん
で
ゐ
る
」
と
聞
い
た
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
久
保
田
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
八
月
二
四
日
、
帰

国
し
た
久
保
田
が
来
日
中
の
ア
ン
ト
ノ
フ
を
訪
ね
、
直
接
該
件
を
問
い
質
し
た
と
こ
ろ
色
を
な
し
、
話
の
出
ど
こ
ろ
を
説
明
す
る
と
「
マ
ア
そ

ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
好
い
で
は
な
い
か
」
と
か
わ
さ
れ
た
と
い
う
。

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
政
友
会
は
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
を
確
信
し
た
た
め
に
、
こ
の
記
事
を
発
端
と
し
た
証
拠
集
め
に
奔
走
し
た
と
思

わ
れ
る
。
中
野
演
説
か
ら
一
週
間
ほ
ど
後
の
三
月
一
二
日
、
牧
野
良
三
（
政
友
会
）
が
本
会
議
に
起
ち
、「
中
野
正
剛
君
ニ
反
省
處
決
ヲ
促
ス
」

決
議
案
を
提
出
し
た
（
政
友
会
の
望
月
圭
介
と
連
名
）。
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決�

議　

議
員
中
野
正
剛
君
ハ
神
聖
ナ
ル
議
場
ニ
於
テ
荒
唐
無
稽
ノ
言
辭
ヲ
弄
シ
國
民
ノ
疑
惑
ヲ
釀
シ
且
軍
隊
ノ
規
律
ヲ
紊
亂
シ
士
氣
ヲ
廢
頽
セ
シ
メ
露
國

共
產
主
義
者
ノ
顰
ニ
做
ヒ
テ
國
民
ト
軍
隊
ト
ノ
離
間
ヲ
企
テ
タ
ル
非
行
ニ
對
シ
須
ラ
ク
反
省
處
決
ス
ベ
シ
、
右
決
議
ス

　

こ
の
と
き
の
牧
野
の
演
説
は
、
す
で
に
松
本
清
張
ら
に
よ
っ
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
牧
野
は
六
日
の
本
会
議
で
、
宇
垣
一
成
陸
相
が
陸
軍

機
密
費
疑
惑
を
「
虚
偽
虚
構
」
と
否
定
し
、
憲
政
会
総
裁
の
若
槻
礼
次
郎
首
相
も
同
調
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
中
野
の
非
難
を
始
め
た
。

議
員
中
野
正
剛
君
タ
ル
者
、
自
己
ノ
重
大
ナ
ル
發
言
ガ
、
自
己
ノ
黨
百
ヨ
リ
公
然
虛
無
ナ
リ
ト
シ
テ
否
認
セ
ラ
レ
ナ
ガ
ラ
、
自
ラ
處
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ

ズ
、
唯
一
時
ヲ
免
レ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
態
度
ア
ル
コ
ト
ハ
、
何
タ
ル
卑
怯
未
練
ト
態
度
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
（
拍
手
）
私
ハ
我
ガ
代
議
政
治
ノ
下
ニ
於
ケ
ル

議
員
ノ
中
ニ
、
斯
ノ
如
キ
卑
怯
ナ
ル
一
議
員
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
深
ク
浩
歎
セ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
拍
手
）
若
モ
中
野
正
剛
君
ガ
公
人
ト
シ
テ

ノ
面
目
ヲ
理
解
シ
、
又
苟
モ
人
ト
シ
テ
廉
恥
心
ヲ
有
シ
テ
居
ラ
レ
タ
ナ
ラ
バ
（
拍
手
）
宜
シ
ク
此
席
上
ニ
立
ッ
テ
議
員
竝
ニ
國
民
ニ
謝
罪
ノ
實
ヲ
明
ニ
セ

ラ
レ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
拍
手
、
議
場
騒
然
）

　

次
い
で
牧
野
は
、
中
野
の
田
中
攻
撃
は
表
向
き
で
、
真
の
目
的
は
軍
民
の
離
間
に
あ
る
と
す
る
。

憲
政
會
ノ
宣
傳
部
長
タ
ル
地
位
ニ
就
カ
レ
タ
中
野
正
剛
君
ニ
取
ッ
テ
、
其
內
容
ノ
正
否
ハ
問
フ
所
デ
ナ
ク
、
其
出
處
ノ
如
何
ハ
問
フ
所
デ
ナ
イ
〔
略
〕
特

ニ
此
點
ニ
注
意
ス
ベ
キ
ハ
、
由
テ
以
テ
反
對
黨
竝
ニ
其
黨
首
ヲ
中
傷
ス
ル
ト
云
フ
ガ
如
キ
ハ
實
ハ
表
面
假
想
ノ
目
的
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
彼
レ
中
野
君
カ
心

中
竊
ニ
期
シ
タ
ル
大
目
的
ハ
卽
チ
我
ガ
陛
下
ノ
軍
隊
ニ
國
民
的
疑
惑
ヲ
投
ゲ
付
ケ····
（
拍
手
、
議
場
騷
然
）
軍
紀
ヲ
紊
亂
シ
、
士
氣
ヲ
頽
廢
セ
シ
メ····

（
議
場
騷
然
）
以
テ
我
ガ
國
民
ト
我
ガ
軍
隊
ト
ノ
間
ノ
離
間
ヲ
企
テ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ッ
タ
コ
ト
ハ
明
カ
ナ
ル
事
實
デ
ア
リ
マ
ス
（
拍
手
）

③
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そ
こ
か
ら
牧
野
は
中
野
の
「
陛
下
ノ
軍
隊
ニ
對
ス
ル
中
傷
」
は
「
ロ
シ
ア
共
産
党
」
と
同
様
の
革
命
手
法
で
あ
る
と
説
い
た
う
え
で
、
久
保

田
榮
吉
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
、
中
野
が
十
万
円
を
得
た
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
巧
み
に
述
べ
た
て
た
。
さ
ら
に
『
東
方
時
論
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
中
野
と
ア
ン
ト
ノ
フ
の
会
見
記
な
ど
を
引
き
、
ロ
シ
ア
共
産
党
と
関
係
が
あ
る
よ
う
な
疑
惑
を
招
い
た
の
は
、
中
野
自
身
の
四
日
の
本

会
議
で
の
発
言
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
た
。

中
野
君
ノ
去
ル
四
日
ノ
議
場
ニ
於
テ
自
ラ
爲
シ
タ
ル
所
ノ
發
言
ハ
氏
ノ
身
上
ニ
關
シ
、
以
上
述
ブ
ル
ガ
如
キ
種
種
ナ
ル
疑
惑
、
種
々
ナ
ル
怪
雲
ヲ
捲
起
ス

ノ
導
火
線
ト
ナ
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
拍
手
）
隨
テ
斯
ノ
如
キ
怪
雲
、
疑
雲
ガ
捲
起
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
中

野
君
ガ
當
然
甘
受
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
結
論
デ
ア
ル
ト
私
ハ
思
フ
、
男
女
同
棲
シ
テ
既
ニ
日
ア
リ
、
而
シ
テ
既
ニ
子
女
ヲ
儲
ケ
タ
ト
キ
ニ
、
隣
人
之
ヲ
呼

ン
デ
夫
婦
ト
云
フ
コ
ト
ハ
怪
ム
ニ
足
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
、
中
野
君
ガ
赤
露
ト
交
ル
コ
ト
此
ニ
日
ア
リ
、
而
シ
テ
遂
ニ
陛
下
ノ
軍
隊
ニ
對
シ
テ
疑
惑
ノ
雲
ヲ
投

ジ
タ
（
拍
手
）
此
事
實
ノ
ア
ル
以
上
、
本
員
等
ハ
之
ヲ
咎
メ
テ
不
謹
愼
ト
爲
ス
ハ
正
ニ
當
然
ノ
結
果
ト
謂
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
（
拍
手
）
然
リ

而
シ
テ
若
モ
本
員
ノ
疑
フ
所
ガ
事
實
デ
ア
ル
ナ
ラ
バ
議
員
中
野
正
剛
君
ノ
罪
ハ
正
ニ
死
ニ
該
ル
ト
私
ハ
思
フ
（
拍
手
）
然
レ
ド
モ
幸
ニ
シ
テ
本
員
ノ
斷
ズ

ル
所
ガ
誤
リ
デ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、
中
野
正
剛
君
ハ
自
ラ
此
疑
惑
ヲ
惹
起
ス
ル
如
キ
言
動
ヲ
敢
テ
シ
、
更
ニ
之
ヲ
誘
引
ス
ル
如
キ
、
輕
薄
ニ
シ
テ
賤
劣
ナ
ル
讒

誣
中
傷
ノ
言
說
ヲ
爲
シ
タ
ル
ニ
對
シ
テ
、
當
然
自
ラ
處
決
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
拍
手
）

　

牧
野
は
疑
惑
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
「
死
ニ
該
ル
」、
そ
し
て
事
実
で
な
く
と
も
「
疑
惑
ヲ
惹
起
」
す
る
よ
う
な
言
説
に
対
し
て
、
中
野
が

「
自
ラ
處
決
」
す
べ
き
だ
と
難
じ
た
。
ま
こ
と
に
激
越
な
攻
撃
で
あ
る
が
、
演
説
中
で
示
さ
れ
た
中
野
と
ロ
シ
ア
共
産
党
と
の
関
係
を
示
す
根

拠
は
、
久
保
田
の
記
事
を
大
き
く
出
る
も
の
で
は
な
く
、
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
牧
野
に
よ
れ
ば
演
説
は
上
々
の
出
来
で
あ
っ

た
。
敗
戦
後
、
牧
野
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。
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わ
れ
な
が
ら
上
出
来
だ
と
思
っ
た
。
議
場
が
ワ
ァ
ワ
ァ
と
沸
く
ん
だ
。
ウ
マ
過
ぎ
る
く
ら
い
な
も
の
だ
っ
た
。
派
手
な
お
も
し
ろ
い
喧
嘩
場
だ
っ
た
。
し

か
し
演
説
の
な
か
で
中
野
は
露
探
だ
と
は
断
定
し
な
か
っ
た
。
ス
パ
イ
な
ど
と
い
う
言
葉
は
そ
の
こ
ろ
な
か
っ
た
ろ
う
。
あ
ま
り
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
か

ら
、
翌
日
の
新
聞
が
漫
画
入
り
だ
。
い
つ
も
攻
撃
の
中
野
が
や
っ
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
愉
快
だ
っ
た
。
宣
伝
は
妙
な
も
の
で
、
中
野
は
露
探
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
タ
ワ
イ
も
な
い
こ
と
さ
。

　

し
か
し
実
際
に
は
「
タ
ワ
イ
も
な
」
く
「
中
野
は
露
探
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
与
党
憲
政
会
側
か
ら
は
、
た
だ
ち
に

牧
野
に
対
す
る
懲
罰
動
議
が
出
さ
れ
、
会
議
は
順
延
。
一
三
日
に
再
開
さ
れ
た
議
会
で
、
牧
野
は
釈
明
し
て
懲
罰
動
議
は
撤
回
さ
れ
、
中
野
の

疑
惑
は
査
問
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　

一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
査
問
委
員
会
の
場
は
、
政
友
会
側
の
論
証
が
き
わ
め
て
ず
さ
ん
な
こ
と
を
示
し
た
。
牧
野
が
本
会
議
演
説
中
で
挙
げ

た
事
情
を
詳
知
す
る
と
い
う
証
言
者
は
、
い
ず
れ
も
中
野
の
疑
惑
を
否
認
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
牧
野
が
釈
明
を
申
し
出
る
と
、
委
員
長

横
山
勝
之
助
（
憲
政
会
）
は
「
寧
ロ
釋
明
ニ
非
ズ
シ
テ
事
實
ノ
訂
正
、
若
ク
ハ
本
會
議
ニ
於
テ
述
ベ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ノ
御
取
消
ト
見
ル
ベ
キ
モ

ノ
」
と
し
た
。
さ
ら
に
証
拠
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
牧
野
は
「
私
自
身
ノ
友
人
ハ
材
料
ヲ
持
ッ
テ
居
ル
、
友
人
ト
云
ヒ
マ
シ
テ
モ
代
議
士
同
僚

デ
ア
リ
マ
ス
」
な
ど
と
答
え
、
つ
い
に
は
「
私
ハ
中
野
君
ガ
十
萬
圓
ヲ
貰
ッ
テ
居
ル
カ
ラ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
赤
化
宣
傳
ニ
從
事
シ
テ
居
ル
カ
ラ

シ
テ
處
決
セ
ヨ
ト
云
フ
、
左
樣
ナ
不
謹
愼
ナ
處
決
案
ヲ
提
出
モ
、
賛
成
モ
、
說
明
モ
致
シ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
、
ド
ウ
モ
困
ル
、
左
樣
ナ
コ
ト
ニ
私

ヲ
引
込
ン
ヂ
ヤ
困
ル
」
と
、
金
銭
の
授
受
に
つ
い
て
は
立
証
し
得
な
い
こ
と
を
露
呈
し
た
。

　

二
〇
日
に
は
中
野
本
人
が
査
問
委
員
会
に
現
れ
、「
牧
野
君
ガ
餘
リ
堂
堂
タ
ル
演
說
ヲ
發
展
シ
過
ギ
ル
ノ
デ
、
後
カ
ラ
材
料
ガ
無
イ
カ
ラ
採

集
ニ
行
カ
レ
タ
ノ
カ
モ
知
レ
ヌ
、
併
シ
私
ハ
貴
方
ト
ハ
申
シ
マ
セ
ヌ
ガ
、
斯
カ
ル
事
ニ
依
テ
私
ニ
自
決
セ
ヨ
ト
云
フ
ノ
ハ
實
ニ
恐
入
ッ
タ
ル
御

態
度
デ
ア
ル
」
と
述
べ
た
の
ち
、
牧
野
の
論
難
に
対
し
て
逐
一
反
論
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
牧
野
は
「
深
ク
感
鳴
致
シ
マ
シ
タ
」
と
納
得
し
、

処
決
を
求
め
る
決
議
案
は
、
中
野
が
「
確
タ
ル
證
據
ヲ
擧
ゲ
ズ
、
又
說
明
ノ
資
料
ト
ナ
ル
事
實
ス
ラ
擧
ゲ
ズ
シ
テ
」
田
中
総
裁
や
牧
野
の
「
友

④
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人
」
た
る
鳩
山
一
郎
を
攻
撃
し
た
こ
と
に
対
し
て
、「
私
自
身
ガ
確
信
ス
ル
」
材
料
を
並
べ
て
み
せ
た
も
の
で
、
今
回
証
拠
を
挙
げ
て
反
証
さ

れ
た
こ
と
に
は
「
喜
ビ
ヲ
感
ジ
マ
ス
」
と
さ
え
語
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
牧
野
本
人
は
す
で
に
腰
砕
け
に
な
っ
て
お
り
、
続
く
二
二
日
の
委
員
会
で
も
、
中
野
に
対
す
る
「
露
探
」
疑
惑
と
述
べ
た
憲
政

会
側
に
対
し
て
、
牧
野
自
身
が
「
苟
モ
中
野
君
ニ······

露
探
ナ
ン
ト
言
フ
コ
ト
ハ
イ
ケ
マ
セ
ヌ
…
」
と
述
べ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
日
は
、
牧
野
の
言
う
証
拠
の
新
聞
紙
に
つ
い
て
浜
田
国
松
（
政
友
会
）
が
補
論
し
、
露
語
新
聞
「
ク
ラ
ス
ナ
ヤ
ズ
ナ
ミ
」
の
大
正
十
四
年
七

月
二
九
日
付
、
第
一
面
第
三
段
に
「
社
說
ト
シ
テ
載
ッ
テ
居
ル
、
此
内
容
ハ
牧
野
君
ガ
愼
重
ノ
態
度
ヲ
執
ル
爲
ニ
一
應
ノ
飜
譯
ハ
持
ッ
テ
參
リ

マ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
更
ニ
嚴
密
ナ
ル
再
飜
譯
ニ
付
シ
テ
居
リ
マ
ス
」
と
し
て
、
牧
野
を
援
護
し
た
。

　

し
か
し
そ
う
な
れ
ば
、
今
度
は
該
当
す
る
原
紙
（
原
本
）
を
出
す
べ
き
と
の
議
論
に
な
る
。
そ
こ
で
山
本
芳
治
（
政
友
会
）
が
「
新
聞
ノ
原
本
、

之
ヲ
或
人
ノ
手
ヲ
通
ジ
テ
飜
譯
ニ
廻
ス
際
ニ
、
先
般
暴
漢
ニ
襲
ハ
レ
テ
原
本
ヲ
取
ラ
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
言
い
出
す
。
だ
が
コ
ピ
ー
は
残

っ
た
の
で
、
翻
訳
は
コ
ピ
ー
か
ら
行
い
、
そ
の
た
め
遅
延
し
た
と
山
本
は
弁
解
し
た
。
さ
ら
に
問
わ
れ
た
牧
野
は
、
本
会
議
で
の
演
説
直
前
の

一
七
日
夜
一
一
時
頃
に
「
內
幸
町
一
丁
目
ニ
於
テ
三
名
ノ
暴
漢
ニ
」
翻
訳
を
依
頼
し
て
い
た
人
が
襲
わ
れ
、
数
種
の
露
字
新
聞
と
翻
訳
中
の
コ

ピ
ー
が
奪
わ
れ
た
と
述
べ
、
こ
の
件
の
関
係
者
は
牧
野
の
ほ
か
、
砂
田
重
政
・
山
本
芳
治
の
三
人
の
み
で
あ
る
と
答
え
た
。
そ
こ
で
議
事
は
さ

ら
に
紛
糾
す
る
が
、
ひ
と
ま
ず
原
本
の
入
手
を
外
務
省
に
依
頼
す
る
こ
と
で
こ
の
日
は
閉
会
し
た
。

　

二
三
日
、
政
友
会
か
ら
記
事
の
コ
ピ
ー
か
ら
の
翻
訳
と
称
す
る
内
容
が
査
問
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。

今
囘
中
野
氏
ガ
極
東
露
領
ヲ
旅
行
セ
ル
ニ
當
リ
テ
、
最
モ
公
平
ニ
氏
ノ
立
場
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
同
氏
ハ
「
ハ
バ
ラ
フ
ス
ク
」
ニ
於
テ
「
ア
ン
ト
ノ
フ
」
氏
ト

ノ
會
見
ノ
際
ニ
、
兩
國
間
ノ
思
想
的
或
意
味
ニ
於
テ
「
ア
ン
ト
ノ
フ
」
氏
ヨ
リ
金
十
萬
圓
ヲ
中
野
氏
ガ
受
取
リ
シ
事
實
ヲ
、
余
ハ
極
東
「
ハ
バ
ラ
フ
ス

ク
」
某
大
官
ヨ
リ
聞
知
シ
タ
ル
モ
、
之
果
シ
テ
事
實
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ノ
問
題
ヲ
兩
氏
ノ
間
ノ
內
密
ニ
シ
テ
、
世
人
ハ
敢
テ
之
ニ
干
渉
ス
ル
ノ
要
ハ
ナ
イ
ノ
デ

ア
ル
ガ
、
餘
リ
茲
ニ
極
東
露
領
ノ
內
政
及
經
濟
問
題
ニ
就
テ
述
ベ
タ
ク
ハ
ナ
イ
、
只
此
際
其
十
萬
圓
受
授
ニ
對
シ
テ
論
及
ス
ル
ニ
、
此
十
萬
圓
ナ
ル
モ
ノ
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ハ
其
裏
面
ニ
於
テ
、
中
野
氏
ハ
日
本
ニ
於
テ
露
國
ノ
現
思
想
ヲ
輸
入
且
ツ
宣
傳
ス
ル
ノ
意
ヲ
述
ベ
テ
居
ル
事
ハ
明
ラ
カ
デ
ア
ル
、
然
シ
同
氏
ハ
一
國
ヲ
代

表
ス
ル
政
治
家
デ
ア
ル
カ
ラ
シ
テ
、
日
本
ノ
現
內
政
狀
態
ニ
對
シ
テ
ハ
充
分
ニ
其
實
情
ヲ
知
レ
ル
モ
ノ
ト
吾
ミ
ハ
思
フ
ノ
デ
ア
ル
、
然
ル
ニ
其
金
圓
ヲ
以

テ
同
氏
ガ
如
何
ニ
共
產
主
義
ヲ
主
張
シ
、
且
宣
傳
セ
ン
事
ヲ
兩
氏
ノ
間
ニ
密
約
ス
ル
ト
雖
モ
、
吾
人
ハ
同
氏
ノ
政
治
的
立
場
ヨ
リ
推
論
シ
テ
、
コ
ハ
單
ニ

同
氏
ノ
口
先
ダ
ケ
ナ
ラ
ン
ト
思
フ
ノ
デ
ア
ル
、
恐
ラ
ク
ハ
只
日
本
內
地
ニ
於
テ
同
氏
ノ
政
治
的
費
用
ヲ
得
ル
爲
メ
ノ
策
デ
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
ト
思
ハ
レ
ル
ノ

デ
ア
ル
。

　

し
か
し
こ
の
翻
訳
の
元
と
な
っ
た
当
該
記
事
の
日
付
に
つ
い
て
、
牧
野
は
「
前
囘
七
月
二
十
九
日
ノ
新
聞
ト
限
定
致
シ
マ
シ
タ
ノ
ヲ
、
特
ニ

其
間
一
箇
月
ダ
ケ
ノ
新
聞
ヲ
調
査
シ
テ
愼
重
ニ
審
議
シ
テ
戴
キ
タ
イ
」
と
、
調
査
範
囲
の
拡
張
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
横
山
委
員
長
か
ら

は
「
モ
ウ
少
シ
廣
ク
本
年
一
杯
ト
擴
ゲ
ラ
レ
タ
ラ
ド
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
、
皮
肉
め
い
た
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
中
野
自
身
が
「
私
ガ
浦
潮
ニ
上
陸
シ
タ
ノ
ハ
九
月
一
日
デ
、「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
ニ
行
ッ
タ
ノ
ハ
九
月
二
十
日
頃
デ
セ
ウ
、
半
月
以

上
モ
違
ッ
テ
居
ル
、
牧
野
君
ガ
初
メ
テ
言
ッ
タ
ト
キ
ニ
ハ
七
月
二
十
九
日
ト
云
ヒ
、
次
ニ
ハ
八
月
三
十
一
日
ノ
新
聞
ダ
ト
云
フ
、
此
樣
ナ
モ
ノ

ヲ
以
テ
私
ヲ
責
メ
ヨ
ウ
ト
セ
ル
、
實
ニ
三
文
ノ
價
値
モ
ナ
イ
モ
ノ
ト
言
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
と
反
駁
し
、
牧
野
が
「
金
ハ
其
後
ニ
於
テ
授
受

シ
タ
ト
云
フ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
以
前
ニ
授
受
シ
タ
ル
事
實
ニ
付
テ
記
述
ガ
シ
テ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
応
酬
す
る
一
幕
が
あ
っ
た
。

　

他
に
も
、
三
月
二
日
付
で
着
任
し
た
ば
か
り
の
二
宮
健
市
東
京
憲
兵
隊
長
（
中
佐
）
に
関
す
る
、
新
聞
『
日
本
』
の
記
事
（「
中
野
ハ
露
西
亞

カ
ラ
金
ヲ
貰
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
就
テ
略
見
當
ガ
付
イ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ダ
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
、
畑
英
太
郎
軍
務
局
長
が
「
記
事
其
モ
ノ
ガ

餘
リ
、
何
ト
申
シ
マ
ス
カ
嘘
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
否
定
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
日
、
露
語
新
聞
の
原
本
が
容
易
に
入
手
で
き
な
い
た
め

に
政
友
会
の
所
有
す
る
「
コ
ピ
ー
」
が
提
出
さ
れ
た
。
政
友
会
側
は
入
手
経
路
を
陳
述
す
る
場
と
し
て
秘
密
会
を
要
求
し
た
が
、
秘
密
会
の
開

催
は
委
員
会
の
議
決
で
否
決
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
コ
ピ
ー
」
に
つ
い
て
政
府
委
員
が
翻
訳
を
書
記
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、「
露
語
ヲ
飜
譯
ス
ル

ヤ
ウ
御
依
賴
ヲ
受
ケ
テ
、
露
語
ニ
堪
能
ナ
ル
人
ニ
見
テ
貰
ヒ
マ
シ
タ
ガ
、
文
ノ
切
レ
目
ガ
不
明
瞭
デ
ア
リ
、
誤
字
脫
字
モ
甚
ダ
多
ク
、
責
任
ヲ
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以
テ
意
味
ヲ
捕
捉
シ
兼
ネ
ル
、
隨
テ
飜
譯
ノ
御
依
賴
ニ
應
ジ
兼
ネ
マ
ス
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
二
五
日
、
査
問
委
員
会
は
中
野
へ

の
疑
惑
を
「
全
然
虛
構
誣
妄
ノ
事
實
」（
横
山
勝
之
助
委
員
長
）
と
し
て
、「
議
員
中
野
正
剛
君
ハ
露
國
ヨ
リ
金
錢
ヲ
收
受
シ
テ
赤
化
宣
傳
ヲ
爲
シ

タ
リ
ト
ノ
査
問
事
項
ハ
之
ヲ
認
定
ス
ヘ
キ
證
據
ナ
シ
」
と
認
定
し
た
。

　

こ
う
し
て
政
友
会
側
の
策
戦
は
無
残
に
も
敗
れ
た
わ
け
だ
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
薄
弱
な
証
拠
で
、
政
友
会
は
一
人
の
反
対
党
代
議
士
に
、

政
治
生
命
を
失
わ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
ほ
ど
の
疑
惑
を
か
け
た
の
か
。
議
会
に
お
け
る
審
議
の
過
程
を
政
友
会
の
視
点
で
観
れ
ば
、
次
の
こ
と

が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
①
二
月
一
四
日
、
中
野
正
剛
が
ア
ン
ト
ノ
フ
か
ら
政
治
資
金
を
受
領
し
た
と
す
る
伝
聞
を
記
し
た
久
保
田
榮
吉
の
記
事

を
基
に
、
政
友
会
が
質
問
を
行
っ
た
こ
と
で
中
野
自
身
が
激
し
く
反
発
し
た
。
②
三
月
四
日
、
中
野
は
田
中
義
一
政
友
会
総
裁
の
疑
惑
を
大
々

的
に
攻
撃
し
た
。
③
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
友
会
は
中
野
の
ア
ン
ト
ノ
フ
と
の
関
係
が
か
え
っ
て
怪
し
い
と
思
い
込
み
、
本
会
議
で
牧
野
良
三
が

代
表
し
て
中
野
を
報
復
的
に
攻
撃
し
た
。
④
し
か
し
充
分
な
証
拠
を
集
め
る
前
に
議
場
へ
持
ち
出
し
た
た
め
、
査
問
委
員
会
の
横
山
委
員
長
を

は
じ
め
、
弁
護
士
出
身
の
代
議
士
に
よ
る
証
拠
の
精
査
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
⑤
結
果
、
説
明
が
嘘
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
反
論
が

で
き
ず
、
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
政
友
会
は
あ
ま
り
に
安
易
に
中
野
の
疑
惑
を
確
信
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
も
客
観
的
な
証

拠
か
ら
で
は
な
く
、
予
断
と
憶
測
、
状
況
的
判
断
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
て
い
た
。
疑
惑
が
真
実
と
の
予
断
を
も
っ
た
た
め
、
論
証
を
お
ろ
そ
か

に
し
た
ま
ま
提
起
を
行
い
、
か
え
っ
て
証
明
に
失
敗
し
て
世
間
の
嘲
笑
を
買
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
中
野
へ
の
疑
惑
提
起
が
、
最
初
か
ら

「
嘘
」
で
押
切
る
予
定
の
調
略
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
政
友
会
は
も
う
少
し
異
な
る
準
備
を
し
た
は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
牧
野
が
「
宣
伝
は
妙
な
も
の
」
と
回
顧
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
そ
れ
が
結
果
的
に
「
政
治
的
な
嘘
」
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
政
友

会
に
と
っ
て
は
疑
惑
の
提
起
さ
え
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
た
節
も
あ
る
。
中
野
の
痛
そ
う
な
所
を
突
い
て
み
る
だ
け
で
、
田
中
総
裁
へ
の
追
及

に
対
す
る
報
復
は
あ
る
程
度
果
た
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
政
友
会
が
提
起
し
た
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
は
、
半
ば
明
ら
か
な
「
嘘
」
で

あ
る
可
能
性
も
包
摂
し
た
「
伝
統
的
な
嘘
」
の
範
疇
に
あ
り
、
政
治
的
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
相
手
の
信
用
を
棄
損
す
る
た
め
の
偽
情

⑤
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報
流
布
）
の
拙
い
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
中
野
へ
の
疑
惑
の
余
波
は
、
こ
れ
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
七
年
の
金
融
恐
慌
政
変
で
田
中
義
一
が
首
相
と
な
り
、

政
友
会
政
権
が
成
立
す
る
と
、
終
わ
っ
た
は
ず
の
中
野
の
問
題
は
水
面
下
で
再
び
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

久
保
田
榮
吉
『
赤
露
二
年
の
獄
中
生
活
』（
金
澤
書
店
、
一
九
二
六
年
）
一
四

五
頁
。

同
一
四
八
頁
。

前
掲
松
本
『
昭
和
史
発
掘
』、
六
〇
─
六
一
頁
。

長
谷
川
峻
「
中
野
正
剛
秘
密
党
員
説
」（『
特
集
文
藝
春
秋
・
三
代
日
本
の
謎
』

一
九
五
六
年
）
一
六
五
頁
。

中
野
の
疑
惑
を
立
証
す
る
役
回
り
と
な
っ
た
牧
野
自
身
も
、
弁
護
士
出
身
の
代

議
士
で
あ
り
、
他
の
同
僚
代
議
士
が
材
料
集
め
を
担
当
し
た
た
め
に
、
自
党
の
証

拠
に
途
中
か
ら
信
頼
を
置
け
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
牧
野
が
砂
田
重
政

か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
証
拠
担
当
の
人
物
は
小
川
平
吉
の
側
近
で
あ
っ

た
春
日
俊
文
と
い
う
（
前
掲
長
谷
川
「
中
野
正
剛
秘
密
党
員
説
」
一
六
五
頁
）。

四　

疑
惑
の
再
調
査
─
一
九
二
八
年
哈
爾
濱
ソ
連
領
事
館
公
文
書
盗
取
に
つ
い
て

　

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
四
月
、
東
京
地
方
検
事
局
は
中
野
正
剛
に
対
す
る
極
秘
の
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
年
、
第
一
回
の
男
子
普
通
選

挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
共
産
党
は
公
然
と
活
動
を
始
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
田
中
義
一
内
閣
は
三
月
一
五
日
未
明
、
共
産
党
や

労
働
農
民
党
・
日
本
労
働
組
合
評
議
会
・
無
産
青
年
同
盟
な
ど
の
関
係
者
千
数
百
名
を
，
治
安
維
持
法
違
反
の
容
疑
で
検
挙
し
た
。
い
わ
ゆ
る

三
・
一
五
事
件
で
あ
る
。
地
検
に
よ
る
中
野
の
捜
査
は
、
こ
の
大
検
挙
の
直
後
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

東
京
地
方
検
事
局
に
保
管
さ
れ
て
い
た
記
録
類
は
戦
災
で
ほ
ぼ
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
は
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

元
東
京
高
検
部
長
検
事
の
小
泉
輝
三
朗
が
著
し
た
『
大
正
犯
罪
史
正
談
』
の
巻
末
に
「
中
野
正
剛
の
謎
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
小
泉
が
東
京

地
検
で
発
見
し
た
中
野
の
捜
査
に
関
す
る
記
録
類
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
野
を
取
調
べ
た
地
検
の
調
査
対
象
は
、
ソ
連
か

ら
入
手
さ
れ
た
機
密
文
書
の
写
真
で
あ
る
と
し
、
小
泉
は
「
第
一
文
書
」
か
ら
「
第
九
文
書
」
ま
で
の
九
点
の
写
真
内
容
を
詳
述
し
て
い
る
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（
写
真
画
像
は
著
書
中
に
な
い
）。
ま
た
写
真
が
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯
と
し
て
、
ハ
ル
ピ
ン
の
総
領
事
館
に
勤
め
て
い
た
カ
ザ
ン
出
身
の
ロ
シ
ア

人
提
供
者
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
提
供
者
は
、
検
事
に
よ
る
四
回
の
取
調
べ
に
応
じ
て
内
情
を
語
っ
た
。
そ
の
「
陳
述
す
る
所
は
、

確
に
信
用
に
値
す
る
と
思
わ
れ
た
」
と
い
う
。

　

小
泉
元
検
事
は
、
右
の
文
書
を
検
討
し
て
「
偽
造
と
認
む
べ
き
事
情
は
出
て
来
な
い
」「
こ
れ
だ
け
の
偽
造
文
書
を
つ
く
る
こ
と
の
、
労
と

煩
と
を
厭
わ
な
い
特
志
家
を
想
像
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
中
野
を
起
訴
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、

「
ロ
シ
ア
人
」
の
「
生
命
は
頗
る
危
険
」
で
あ
り
、
も
し
彼
が
亡
く
な
っ
た
後
に
立
証
が
維
持
で
き
る
か
困
難
で
あ
る
こ
と
、
文
書
に
は
暗
号

が
含
ま
れ
て
お
り
、
読
め
る
も
の
の
協
力
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
彼
の
証
言
に
の
み
重
き
を
お
い
て
、
中
野
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
と

す
る
非
難
が
あ
れ
ば
申
し
開
き
が
で
き
な
い
、
な
ど
の
諸
点
を
推
測
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
文
書
は
偽
造
で
な
い
と
し
て
も
、
直
接
の
論
証

と
し
て
は
弱
い
と
い
う
こ
と
で
、
不
起
訴
の
経
緯
は
お
そ
ら
く
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

　

小
泉
の
文
章
は
、
各
所
に
影
響
を
与
え
た
ら
し
く
、
松
本
清
張
は
「
こ
う
い
う
で
っ
ち
上
げ
は
案
外
の
ち
ま
で
生
き
て
い
て
〔
略
〕
三
・
一

五
事
件
で
は
中
野
の
身
辺
を
当
局
が
極
秘
裡
に
捜
査
し
た
」
と
小
泉
書
を
引
用
し
、「
で
っ
ち
上
げ
と
い
う
も
の
は
怕

〔
こ
わ
〕い
よ
う
な
も
の
で
あ

る
」
と
触
れ
て
い
る
。
ま
た
猪
俣
『
中
野
正
剛
の
生
涯
』
は
、
小
泉
書
の
検
討
を
「
秘
密
党
員
─
同
志
八
一
八
号
」
の
項
目
で
詳
細
に
取
り
上

げ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
猪
俣
書
は
「〔
小
泉
の
い
う
〕
特
志
家
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
政
府
─
国
家
権
力
で
あ
っ
た
」「
東
京
地
検
の
倉
庫
に
埋

ま
っ
て
い
た
調
書
は
、
国
家
権
力
に
よ
る
陰
謀
の
残
骸
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
、
中
野
は
政
府
─
国
家
権
力
が
そ
れ
ほ
ど
の
労
力
を
懸
け
て
陥
れ

る
に
「
値
」
し
た
人
物
で
あ
り
、
捜
査
の
結
果
と
し
て
「
不
起
訴
に
終
わ
っ
た
の
は
、
つ
い
に
「
黒
」
と
す
べ
き
も
の
が
出
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
衆
議
院
事
務
局
憲
政
記
念
館
の
企
画
主
任
を
務
め
て
い
た
渡
邊
行
男
が
、
小
泉
書
に
は
欠
け
て
い
る
「
報
告
復
命
書
」（
以
下
「
復
命

書
」）
を
あ
る
政
友
会
元
幹
事
長
（
氏
名
は
不
明
）
の
文
書
中
か
ら
入
手
し
た
と
し
て
、
そ
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。「
復
命
書
」
の
本
文
は
「
小

川
平
吉
関
係
文
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
タ
ワ
リ
ツ
シ
八
一
八
号
件
」
と
題
す
る
文
書
と
同
様
だ
が
、
小
川
文
書
は
表
書
き
を
欠
い
て
い
た
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た
め
、
誰
に
向
け
て
「
復
命
」
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
渡
邊
は
表
書
き
を
含
む
完
全
な
「
復
命
書
」
を
入
手
し
、
調
査
が
福
岡
県
の

知
事
・
警
察
部
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
小
泉
の
示
し
た
写
真
が
「
復
命
書
」
の
添
付
文
書
で
あ
り
、「
本
命
は
こ
の

報
告
復
命
書
に
あ
る
」
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
じ
つ
は
筆
者
も
戦
前
期
か
ら
活
動
す
る
政
友
会
代
議
士
の
関
係
史
料
中
か
ら
、
小
泉
が
東
京
地
検
の
倉
庫
内
で
発
見
し
た
「
写

真
」
お
よ
び
「
復
命
書
」
と
同
じ
も
の
を
含
む
文
書
群
を
、
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。「
中
野
正
剛
ノ
件
」
と
題
書
さ
れ
た
福
岡
県
警
察
部
の

封
筒
内
に
一
括
さ
れ
た
文
書
に
は
、
小
泉
書
に
紹
介
さ
れ
た
九
点
の
写
真
の
う
ち
、
同
じ
文
書
を
複
製
し
た
と
み
ら
れ
る
写
真
七
点
分
が
あ
る
。

し
か
も
小
川
文
書
と
同
一
の
文
書
お
よ
び
渡
邊
の
紹
介
し
た
表
書
き
に
く
わ
え
て
、
そ
の
続
編
に
あ
た
る
未
公
開
文
書
を
含
む
都
合
三
種
類
の

「
復
命
書
」、
お
よ
び
「
中
野
対
露
西
亜
共
産
党
関
係
事
件
に
関
す
る
証
拠
書
類
捜
査
と
有
力
な
る
資
料
獲
得
」
と
題
す
る
綴
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
写
真
証
拠
が
入
手
さ
れ
る
経
緯
を
新
規
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
以
下
、
右
の
文
書
に
依
っ
て
筆
者
が
知
り

得
た
点
の
概
略
を
述
べ
る
。

　

「
復
命
書
」
の
作
成
者
は
、
い
ず
れ
も
大
塚
良
吉
と
い
う
人
物
で
あ
る
。『
満
洲
日
日
新
聞
』
の
記
者
で
あ
っ
た
大
塚
は
、
満
洲
・
朝
鮮
に

長
く
滞
在
し
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
時
期
か
ら
現
地
の
情
報
を
軍
や
内
地
に
も
た
ら
し
て
い
た
。『
田
中
義
一
伝
記
』
は
伝
記
編
纂
に
あ
た
っ
て

収
集
し
た
資
料
の
な
か
に
あ
っ
た
「
大
塚
情
報
」
の
存
在
に
触
れ
て
、
中
野
が
「
シ
ベ
リ
ア
視
察
中
、
約
十
日
間
行
方
不
明
の
日
が
続
い
た
こ

と
」「
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
員
の
言
と
し
て
」「
革
命
委
員
会
」
か
ら
中
野
に
金
銭
が
贈
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、「
何
等
キ
メ
手
と
な
る
証
拠
の
な
い
こ
と
な
の
で
」
同
伝
の
編
者
は
記
載
を
中
止
し
て
い
る
。
こ
の
田
中
文
書
中
の

「
大
塚
情
報
」
は
、
一
九
二
五
～
一
九
二
六
年
ま
で
の
「
週
報
」
と
題
し
た
文
書
で
、「
復
命
書
」
と
は
別
の
文
書
で
あ
る
。

　

大
塚
は
一
九
二
七
年
一
二
月
と
翌
二
八
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
み
ず
か
ら
三
度
ハ
ル
ピ
ン
へ
赴
い
て
中
野
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。
一

九
二
七
年
一
二
月
二
〇
日
付
「
復
命
書
」
に
は
、
大
塚
が
中
野
の
件
を
捜
査
す
る
に
至
る
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
議
会
で
中
野
へ
の
疑

惑
が
問
題
と
な
っ
た
と
き
（
一
九
二
六
年
三
月
）、
大
塚
は
す
で
に
中
野
と
ソ
連
の
関
係
に
つ
い
て
「
研
究
探
査
に
没
頭
」
し
て
い
た
た
め
、
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「
露
人
密
偵
」
に
探
査
を
命
じ
た
。
す
る
と
一
九
二
六
年
三
月
の
末
に
、
一
九
二
五
年
秋
に
ハ
ル
ピ
ン
を
訪
れ
た
中
野
が
、「
ダ
リ
ー
バ
ン
ク

（
通
称
極
東
銀
行
）
哈
爾
濱
支
店
ニ
於
テ
共
産
党
某
機
関
ヨ
リ
金
五
千
円
ヲ
受
取
リ
タ
ル
事
実
ガ
、
哈
爾
濱
露
国
総
領
事
館
政
治
部
保
管
ノ
機

密
文
書
中
ニ
於
テ
発
見
サ
レ
タ
リ
」
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
と
き
大
塚
は
機
密
文
書
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
探
査
で
中
野
と
共
産
党
の
関
係
を
「
認
定
シ
得
ベ
キ
資
材
の
片
鱗

ヲ
捉
ヘ
」
た
と
し
て
、
一
九
二
六
年
四
月
八
日
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
「
秘
密
諜
報
」
を
「
密
送
シ
注
意
ヲ
促
」
し
た
。
東
京
憲
兵
司
令
官
、
東

京
警
備
司
令
部
参
謀
長
、
政
友
会
総
裁
田
中
義
一
男
、
貴
族
院
議
員
赤
池
濃
、
参
謀
本
部
松
井
石
根
、
関
東
庁
警
務
局
長
、
満
鉄
調
査
課
長
。

し
か
し
送
付
先
の
ど
こ
か
ら
も
反
応
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
塚
は
「
文
書
上
ノ
挙
証
」
を
得
よ
う
と
極
東
銀
行
の
行
員
を
懐
柔
し
、
密
偵
を
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
派
遣
し
て
捜
査
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
機
密
文
書
や
電
報
そ
の
他
の
物
証
を
確
認
で
き
た
の
で
、
第
二
の

「
諜
報
」
を
発
送
し
た
。
先
の
送
り
先
に
加
え
て
新
た
に
発
送
し
た
宛
先
は
、
政
友
会
顧
問
吉
植
庄
一
郎
、
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
長
、
満
鉄
理

事
大
塚
公
望
男
、
満
鉄
嘱
託
高
柳
〔
保
太
郎
〕
中
将
、
吉
植
庄
三
、
松
居
甚
一
郎
、
前
田
恒
久
、
諏
訪
部
一
之
輔
。
こ
の
と
き
は
「
二
三
ノ

人
々
」
か
ら
「
一
層
ノ
奮
闘
ヲ
望
ム
」
な
ど
の
好
意
的
な
反
応
が
あ
っ
た
が
、
国
家
組
織
と
し
て
の
動
き
は
や
は
り
皆
無
で
あ
り
、
大
塚
と
し

て
は
「
衷
心
遺
憾
ニ
堪
ヘ
」
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

と
く
に
先
の
帝
国
議
会
で
本
問
題
を
取
り
上
げ
た
牧
野
良
三
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
返
信
が
あ
っ
た
。

議
会
ニ
於
ケ
ル
中
野
事
件
ニ
関
ス
ル
余
ノ
發
言
ハ
余
ノ
意
思
ニ
ア
ラ
ザ
ル
方
面
ニ
逆
用
サ
レ
非
常
ニ
迷
惑
ヲ
感
ジ
居
レ
ル
ヲ
以
テ
、
折
角
ノ
御
厚
意
ハ
謝

ス
ル
モ
御
書
信
ノ
趣
ハ
貴
下
ノ
誤
解
ニ
基
ク
モ
ノ
ト
信
ズ
ル
云
々

　

戦
後
に
な
っ
て
、
牧
野
は
「
売
込
み
材
料
が
政
友
会
本
部
に
ド
ン
ド
ン
集
ま
っ
て
来
た
よ
。
中
野
は
本
当
に
露
探
だ
と
か
、
ハ
ル
ピ
ン
の
銀

行
か
ら
十
万
円
お
ろ
し
て
い
る
受
領
証
の
写
し
を
持
っ
て
来
た
者
も
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
塚
の
情
報
も
お
そ
ら
く
は
牧
野
ら
の
眼
に
も

⑨
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届
い
て
お
り
、
そ
の
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

調
査
結
果
の
反
応
が
薄
い
こ
と
に
大
塚
は
深
く
失
望
し
た
が
、「
他
日
必
ラ
ズ
ヤ
余
ノ
努
力
ト
国
家
ヲ
思
フ
赤
心
ノ
認
メ
ラ
ル
ル
時
期
ア
ル

ベ
キ
ヲ
信
ジ
」
る
こ
と
に
し
た
。
果
た
し
て
大
塚
に
（
福
岡
県
警
察
部
か
ら
）
調
査
委
嘱
の
内
命
が
く
だ
る
と
、「
忽
チ
憂
奮
」
し
て
「
邦
家
ノ

為
メ
一
身
ヲ
犠
牲
ニ
供
ス
ル
ト
モ
必
ラ
ズ
該
事
件
ノ
挙
証
ニ
責
ニ
任
ズ
ベ
ク
決
心
」
し
、
ハ
ル
ピ
ン
に
向
か
っ
た
。
ソ
連
公
的
機
関
の
機
密
文

書
を
確
認
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
と
見
込
ま
れ
た
が
、
大
塚
に
は
従
来
の
経
歴
上
培
っ
た
人
脈
な
ど
に
自
信
が
あ
っ
た
。
一
九
二
七
年
一
二

月
三
日
、
ハ
ル
ピ
ン
に
到
着
し
た
大
塚
は
「
露
人
密
偵
」
に
命
を
下
し
、
さ
ら
に
ダ
リ
ー
バ
ン
ク
内
部
に
も
一
名
の
協
力
者
を
得
て
、
十
日
間

ほ
ど
で
在
ハ
ル
ピ
ン
露
国
総
領
事
政
治
部
お
よ
び
ダ
リ
ー
バ
ン
ク
ハ
ル
ピ
ン
支
店
か
ら
数
種
類
の
機
密
文
書
（
甲
乙
丙
丁
已
）
の
写
真
を
撮
影

す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
た
だ
し
、
五
千
円
の
支
払
証
明
書
（
第
八
文
書
）
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
同
地
を
訪
れ
て
い
た
代
議
士
の
赤
間
嘉
之

吉
（
政
友
会
・
福
岡
県
）
の
懇
請
に
よ
っ
て
写
真
原
版
を
渡
し
、
そ
の
直
後
に
赤
間
が
死
去
し
た
こ
と
で
失
わ
れ
た
と
い
う
。

　

中
野
の
疑
惑
と
し
て
囁
か
れ
て
い
た
金
銭
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
塚
は
五
千
円
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
受
け
取
り
が
あ
っ
た
（
中
野
の
通
訳

が
受
け
取
っ
た
）
と
す
る
一
方
で
、
噂
さ
れ
た
十
万
円
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
現
場
と
さ
れ
る
の
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
あ
り
、
ハ
ル
ピ
ン
で
は

な
い
の
で
立
証
は
困
難
と
し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
野
ハ
再
ビ
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ニ
立
寄
リ
タ
ル
際
、
同
地
ニ
於
テ
金
八
万
円
（
或
ハ
金
留
カ
ト
思
フ
）
ヲ
預
リ
タ
ル
ハ
事
実
ニ
シ
テ
、
世
上
ニ
風
評
ア
ル
如

ク
十
万
円
ニ
ア
ラ
ズ
。

　

大
塚
に
よ
る
推
理
の
根
拠
は
、
ク
ビ
ヤ
ー
ク
極
東
局
長
が
極
東
革
命
委
員
会
会
議
上
に
て
演
説
し
た
一
節
に
「
過
般
日
本
ニ
於
テ
党
ノ
活
動

上
重
要
ナ
ル
役
割
ヲ
演
ス
ベ
キ
タ
ワ
リ
ツ
シ
中
野
ヨ
リ
其
活
動
ノ
実
況
ヲ
聞
キ
、
之
ニ
応
ス
ベ
キ
運
動
資
金
ヲ
ア
ノ
ー
ヒ
ン
ニ
手
交
ス
ベ
ク
中

野
ニ
委
託
シ
タ
レ
バ
今
後
日
本
ニ
於
ケ
ル
活
動
ハ
頻
ニ
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
信
ズ
ル
」
と
あ
る
こ
と
、
一
九
二
六
年
二
月
二
六
日
に
駐
東
京
武
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官
が
ハ
ル
ピ
ン
で
報
告
し
た
際
に
、
八
万
円
で
「
同
盟
罷
業
委
員
会
ヲ
組
織
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
」
と
述
べ
た
こ
と
、
な
ど
を
記
録
で
確
認
し
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
一
九
二
八
年
二
月
二
四
日
、
大
塚
は
再
度
ハ
ル
ピ
ン
に
渡
っ
て
ダ
リ
ー
バ
ン
ク
関
係
文
書
を
二
種
（
庚
申
）
入
手
し
、
こ
の
こ
と
を

同
年
三
月
三
日
付
の
新
た
な
報
告
書
（「
追
加
報
告
復
命
書　

控
」）
で
、
斎
藤
守
圀
（
福
岡
県
知
事
）・
村
地
信
夫
（
福
岡
県
警
察
部
長
）
に
復
命
し

て
い
る
。

追
加
報
告
復
命
書

　

中
野
正
剛
対
露
西
亜
共
産
党
関
係
ノ
証
拠
書
類
捜
査
事
件

首
題
ノ
案
件
ニ
関
シ
曩
ニ
捜
査
ノ
結
果
ヲ
報
告
復
命
書
ト
シ
テ
提
出
致
置
候
処
、
其
後
継
続
的
ニ
捜
査
ニ
努
メ
獲
得
シ
タ
ル
機
密
文
書
ノ
内
容
（
写
真
原

版
二
葉
添
附
）
其
ノ
他
ノ
事
項
ヲ
追
加
報
告
ト
シ
テ
茲
ニ
及
復
命
候
也

　
　

昭
和
参
年
参
月
参
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
良
吉

　

さ
ら
に
別
の
報
告
書
（「
第
三
次
報
告
書
ニ
付
帯
セ
ル
捜
査
手
続
書
」）
で
は
、
一
九
二
八
年
四
月
二
六
日
、
福
岡
県
警
の
「
笠
・
福
田
両
警
部
」

（
笠
長
兵
衛
・
福
田
港
の
二
名
の
警
部
と
思
わ
れ
る
）
と
と
も
に
ハ
ル
ピ
ン
に
赴
い
た
大
塚
が
、
写
真
版
の
も
と
と
な
っ
た
「
原
文
書
」
の
入
手
を

試
み
る
と
と
も
に
、
五
千
円
の
受
渡
し
を
目
撃
し
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
の
捜
査
を
行
っ
た
と
す
る
。
こ
の
報
告
書
は
表
題
に
「
付
帯
セ
ル
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
本
来
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
第
三
次
報
告
書
」
と
一
組
の
文
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
第
三
次
報
告
書
」
が
欠
け
て

い
る
た
め
、
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
ロ
シ
ア
総
領
事
館
か
ら
「
原
文
書
」
を
盗
出
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
お
よ
び
「
露
人
密
偵
」

に
対
し
て
も
従
前
の
生
活
放
棄
を
迫
り
、
日
本
へ
の
亡
命
を
勧
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
交
渉
が
難
航
す
る
様
子
が
や
た
ら
詳
細
に
描
か
れ
て
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い
る
。

　

こ
の
「
露
人
密
偵
」
が
憂
慮
し
て
い
た
の
は
、「
妻
ハ
絶
対
的
ニ
日
本
行
ヲ
拒
メ
ル
」
こ
と
と
、
も
し
「
生
活
ノ
保
障
」
を
得
ら
れ
て
も
、

他
日
「
政
友
会
内
閣
ノ
崩
壊
後
ハ
必
ラ
ズ
民
政
党
ノ
内
閣
ト
ナ
ル
」
こ
と
か
ら
、
中
野
の
身
辺
を
探
っ
た
密
偵
に
「
迫
害
ヲ
蒙
ル
」
恐
れ
が
あ

る
、
そ
の
た
め
五
百
円
の
報
酬
を
三
千
五
百
円
に
上
げ
て
、
日
本
以
外
の
地
に
亡
命
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
塚
は
こ
の
と
き
一
枚
の

原
文
書
（
乙
号
証
＝
第
九
文
書
）
を
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
こ
の
要
求
に
不
愉
快
を
感
じ
、「
露
人
密
偵
」
を
た
し
な
め
て
、
契
約
の
破

棄
を
匂
わ
せ
た
。
密
偵
側
の
事
情
を
よ
く
理
解
し
な
が
ら
も
、
大
塚
に
は
大
幅
な
報
酬
増
を
「
裁
量
ス
ル
権
限
ナ
ク
」、
か
つ
一
度
は
密
偵
本

人
を
「
東
京
ニ
連
行
ス
ル
ノ
事
案
証
拠
上
最
モ
必
要
」
と
考
え
、
強
迫
的
な
態
度
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
密
偵
は
大
塚
に
従
っ
て
報
酬
増
を
諦
め
、
大
塚
は
五
月
一
日
に
密
偵
と
協
力
者
か
ら
残
る
原
文
書
（
甲
丙
丁
戊
已
）
を
受
け
取

り
、
写
真
と
照
合
し
た
う
え
で
警
部
に
渡
し
て
、
翌
二
日
に
密
偵
を
東
京
へ
脱
出
さ
せ
た
。
小
泉
書
に
よ
れ
ば
、
東
京
地
方
検
事
局
は
一
九
二

八
年
四
月
か
ら
捜
査
を
開
始
し
、
ま
ず
大
塚
良
吉
を
取
調
べ
、
福
岡
県
警
察
部
に
照
会
を
発
し
、
さ
ら
に
「
或
る
ロ
シ
ア
人
も
調
べ
ら
れ
た
」

と
い
う
。
こ
の
取
調
べ
が
大
塚
に
よ
る
第
三
次
調
査
の
終
了
直
後
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
時
系
列
の
辻
褄
は
合
う
。

　

大
塚
の
も
た
ら
し
た
文
書
か
ら
判
明
し
た
（
と
大
塚
が
分
析
し
た
）
こ
と
は
、
世
上
に
い
わ
れ
る
十
万
円
の
金
銭
授
受
は
必
ず
し
も
中
野
の
私

財
で
は
な
い
が
、
訪
露
の
際
に
金
銭
授
受
が
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
中
野
と
ロ
シ
ア
共
産
党
と
の
間
に
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
は
事
実
、
と
す

る
結
論
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
塚
の
残
し
た
諸
文
書
や
証
拠
類
を
、
そ
の
入
手
経
緯
と
と
も
に
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば
の
話
で
あ
る
。

　

な
お
最
後
の
復
命
書
に
、
大
塚
は
「
捜
査
上
遺
憾
ノ
点
」
を
書
き
残
し
て
い
る
。

余
ハ
最
初
該
事
案
ノ
捜
査
委
嘱
ヲ
受
ク
ル
ヤ
国
家
ノ
重
大
事
件
ト
シ
テ
自
己
ヲ
犠
牲
ト
ス
ル
モ
辞
セ
ザ
ル
底
ノ
覚
悟
ヲ
以
テ
誠
心
誠
意
事
ニ
当
リ
今
日
ニ

至
レ
リ
、
然
ル
ニ
這
般
哈
爾
濱
ニ
於
テ
捜
査
ニ
従
フ
ヤ
余
ノ
人
格
ト
誠
意
ト
ヲ
疑
ハ
レ
タ
ル
ノ
感
ア
リ
シ
ハ
実
ニ
不
愉
快
ニ
シ
テ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。

今
捜
査
上
遺
憾
ノ
点
ヲ
挙
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ
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（
イ
）
協
同
的
行
動
ヲ
標
榜
シ
ナ
ガ
ラ
余
ノ
行
動
ヲ
監
視
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト

　

（
ロ
）
密
偵
交
附
ノ
報
酬
金
ヲ
出
渋
リ
タ
ル
為
メ
密
偵
操
縦
上
頗
ル
不
利
ナ
リ
シ
コ
ト

　

二
名
の
警
部
と
の
「
協
同
的
行
動
」
は
、
大
塚
に
と
っ
て
は
忌
む
べ
き
不
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
密
偵
へ
の
報
酬
を
充
分
に
出
せ
な
か

っ
た
悔
い
も
残
っ
た
。
ま
た
国
家
権
力
（
警
察
・
政
党
）
は
、「
労
と
煩
と
を
厭
わ
な
い
特
志
家
」
と
し
て
の
大
塚
が
「
苦
心
」
し
て
入
手
し
た

文
書
を
活
用
し
て
、
中
野
を
告
発
す
る
ま
で
の
情
熱
は
有
さ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
「
国
家
権
力
に
よ
る
陰
謀
の
残
骸
」

で
あ
る
面
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
に
回
収
さ
れ
な
い
、
大
日
本
帝
国
に
お
け
る
密
偵
（
ス
パ
イ
）
の
執
念
と
も
い
え
る
意
識
─
共
産
主

義
に
対
す
る
、
ま
た
国
家
に
対
す
る
─
が
生
み
出
し
た
感
が
否
め
な
い
。

　

こ
の
話
は
、
も
う
少
し
だ
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衆
議
院
で
の
中
野
査
問
か
ら
十
七
年
後
の
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
一
日
、
中
野
正

剛
は
現
職
代
議
士
で
あ
り
な
が
ら
警
視
庁
特
高
部
に
拘
束
さ
れ
、
釈
放
さ
れ
た
直
後
の
二
七
日
未
明
に
自
宅
で
自
決
し
た
。
中
野
の
自
決
理
由

は
長
ら
く
謎
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
保
阪
正
康
は
、
あ
る
憲
兵
隊
員
の
証
言
を
示
し
て
い
る
。

憲
兵
隊
は
、
実
は
中
野
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
直
結
の
ス
パ
イ
と
疑
っ
て
い
ま
し
た
。〔
略
〕
中
野
は
尾
崎
〔
秀
実
〕
と
同
じ
朝
日
新
聞
出
身
だ
し
、
大
正
時
代

に
議
会
で
は
ソ
連
承
認
の
演
説
を
し
て
い
る
し
、
陸
軍
の
政
治
関
与
に
も
反
対
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
こ
ろ
に
陸
軍
の
憲
兵
隊
が
調
べ
あ
げ
た
報
告

書
が
残
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
露
探
説
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
東
條
さ
ん
に
回
さ
れ
た
の
で
す
。

　

一
〇
月
二
四
日
、
東
條
英
機
首
相
は
中
野
の
拘
束
延
期
と
議
会
開
会
前
の
起
訴
を
命
じ
る
た
め
、
内
相
・
法
相
・
検
事
総
長
・
警
視
総
監
・

東
京
憲
兵
隊
長
ら
を
集
め
て
命
令
し
た
。
執
拗
に
起
訴
を
求
め
る
東
條
に
対
し
て
、
松
阪
広
政
検
事
総
長
は
罪
状
も
不
確
か
で
証
拠
も
な
く
、

す
で
に
拘
留
の
期
限
も
超
え
て
い
る
中
野
の
起
訴
に
抵
抗
し
、
翌
二
五
日
（
議
会
召
集
日
）
の
午
前
ま
で
に
自
白
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
中
野
の

⑫
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登
院
を
止
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
東
條
首
相
は
薄
田
美
朝
警
視
総
監
と
四
方
諒
二
憲
兵
隊
長
を
残
し
て
自
白
を
得
る
よ
う
要
請
し
、
引
き
受
け

た
四
方
が
午
前
四
時
半
に
憲
兵
隊
へ
中
野
を
移
送
し
て
、
二
五
日
午
前
に
中
野
の
自
白
を
と
っ
た
。
直
後
の
検
事
局
で
の
取
調
べ
で
、
中
野
は

「
戦
い
を
投
げ
た
」
印
象
で
あ
っ
た
と
い
う
。
松
阪
総
長
は
中
野
を
予
審
判
事
に
回
し
、
判
事
は
拘
留
に
衆
議
院
の
許
諾
を
必
要
と
す
る
、
と

し
た
。

　

か
く
し
て
中
野
は
一
時
釈
放
と
な
る
が
、
さ
ら
に
警
視
庁
の
要
望
で
一
晩
同
庁
に
泊
め
ら
れ
た
中
野
の
身
柄
を
、
翌
朝
憲
兵
隊
が
抑
え
て
連

行
拘
留
し
た
。
取
調
べ
後
の
自
宅
へ
の
帰
宅
に
は
二
名
の
憲
兵
が
付
き
添
っ
た
と
い
い
、
そ
れ
は
「
戦
後
、
憲
兵
隊
幹
部
が
語
っ
た
話
に
よ
る

と
、『
護
衛
と
思
想
転
換
』
の
名
目
だ
っ
た
と
い
う
。
…
憲
兵
隊
が
こ
の
と
き
な
お
〈
中
野
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
説
〉
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
中
野
は
こ
う
し
た
脅
迫
に
徒
労
を
感
じ
て
自
決
の
道
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
」
と
保
阪
は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
大
塚
の
復
命
書
を
示

し
た
渡
邊
行
男
も
ま
た
、
流
言
飛
語
で
は
弱
い
中
野
の
罪
状
を
「
昔
の
容
疑
を
蒸
し
返
し
て
責
め
る
の
が
最
も
有
効
な
手
段
」
で
、「
本
人
に

も
身
に
お
ぼ
え
の
な
い
『
ス
パ
イ
』
嫌
疑
ま
で
突
き
付
け
ら
れ
て
は
、
も
は
や
弁
解
の
気
力
も
な
く
、
万
事
休
す
の
心
境
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
し
て
、
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
を
自
決
の
遠
因
と
推
定
す
る
。

　

陸
軍
内
で
中
野
が
「
軍
の
団
結
を
破
壊
す
る
共
産
主
義
系
思
想
者
」
と
見
な
さ
れ
た
の
は
、
機
密
費
問
題
追
及
の
演
説
が
ひ
と
つ
の
契
機
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
時
に
生
じ
た
中
野
へ
の
「
露
探
」
疑
惑
が
公
の
場
で
は
明
確
に
否
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
疑
惑
を
確
信
し

た
一
部
の
人
間
が
執
拗
に
捜
索
を
進
め
、
収
集
さ
れ
た
証
拠
類
は
各
方
面
に
拡
散
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
最
終
的
に
中
野
の
政
治
活
動

を
妨
げ
る
結
果
を
招
く
物
証
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
本
人
の
否
定
や
客
観
的
物
証
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
度
起
ち
上
が
っ
た
疑
惑
は
、
あ
る
種
の
政
治
的
バ
イ
ア
ス
の
も
と
で
密
か
に
蠢
き
続
け
、
そ
れ
が
「
嘘
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
の
当
初
認
識
さ
れ
て
い
た
観
念
を
失
わ
せ
る
と
と
も
に
、
全
体
主
義
を
推
進
す
る
国
家
に
よ
る
嘘
の
設
定
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
に
通
じ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

⑬
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小
泉
輝
三
朗
『
大
正
犯
罪
史
正
談
』（
大
学
書
房
、
一
九
五
五
年
）。
同
書
の
序

文
に
よ
れ
ば
「
戦
災
前
東
京
の
検
事
局
に
は
、
明
治
以
来
の
裁
判
記
録
が
、
足
の

踏
み
ど
も
な
い
位
に
倉
庫
に
充
満
し
て
い
た
。
惜
し
い
事
に
皆
戦
火
で
焼
け
て
、

何
か
特
別
の
理
由
あ
つ
て
残
つ
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
筆
者
は
東
京
地
方
検

事
局
で
指
導
検
事
を
し
て
い
た
当
時
裁
判
記
録
を
渉
猟
し
て
著
名
事
件
の
梗
概
を

コ
ッ
ピ
ー
し
て
置
い
た
。
今
と
な
つ
て
は
貴
重
な
資
料
と
な
つ
た
が
、
本
書
の
資

料
は
之
で
あ
る
」（
二
頁
）
と
あ
る
。

前
掲
松
本
『
昭
和
史
発
掘
』、
六
四
─
六
五
頁
。

前
掲
猪
俣
書
、
二
四
〇
頁
。

前
掲
渡
邊
書
、
二
一
〇
─
二
二
四
頁
。

同
右
、
二
一
四
頁
。
な
お
「
復
命
書
」
の
本
文
に
つ
き
、「
タ
ワ
リ
ツ
シ
八
一

八
号
件
」（「
小
川
平
吉
関
係
文
書
」
一
〇
四
二
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

蔵
）
お
よ
び
岡
義
武
編
『
小
川
平
吉
関
係
文
書
1
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三

年
）
六
七
一
─
六
九
八
頁
参
照
。
な
お
同
文
書
群
に
は
、
小
泉
書
が
紹
介
し
た
写

真
九
点
の
う
ち
八
点
の
複
製
が
現
存
す
る
。

筆
者
が
本
文
書
を
閲
覧
し
た
の
は
、
津
雲
国
利
（
一
八
九
三
─
一
九
七
二
）
の

旧
蔵
文
書
類
か
ら
で
あ
る
。
津
雲
は
安
田
銀
行
行
員
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
八
年

衆
議
院
議
員
に
政
友
会
か
ら
出
馬
し
て
当
選
、
以
来
通
算
八
回
当
選
（
の
ち
自
由

民
主
党
所
属
）。
政
友
会
で
は
久
原
房
之
助
系
に
属
し
た
（
奥
健
太
郎
『
昭
和
戦

前
期
立
憲
政
友
会
の
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
五
九
・
九

一
頁
）。
津
雲
は
政
界
で
の
情
報
活
動
に
勝
れ
て
お
り
、
朴
烈
事
件
の
際
に
は
森

恪
の
指
示
を
受
け
た
と
さ
れ
る
（
拙
著
『
評
伝
森
恪
』
ウ
ェ
ッ
ジ
、
二
〇
一
七
年
、

一
四
六
頁
）。
現
在
、
同
文
書
群
は
歴
史
資
料
館
青
梅
津
雲
邸
の
ご
好
意
に
よ
り
、

奥
健
太
郎
・
手
塚
雄
太
・
宮
間
純
一
の
各
先
生
と
と
も
に
「
津
雲
国
利
関
係
文
書

（
仮
）」
と
し
て
整
理
中
。

現
存
す
る
「
田
中
義
一
関
係
文
書
」（
山
口
県
文
書
館
蔵
）
に
は
、「
大
塚
情

報
」
と
題
す
る
情
報
綴
が
相
当
現
存
す
る
（
文
書
番
号
二
一
四
─
二
一
六
）。「
哈

満
日
情
」「
哈
大
塚
情
」「
大
塚
情
報
」
な
ど
と
題
す
る
文
書
十
点
が
こ
れ
に
あ
た

り
、
中
野
の
疑
惑
に
つ
い
て
は
「
哈
大
塚
情 

二
三
七
号
」
に
「
特
報
」
と
し
て

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
田
中
義
一
伝
記
』
下
巻
（
田
中
義
一
伝
記
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年
）
四
八
五
頁
。

前
掲
長
谷
川
「
中
野
正
剛
秘
密
党
員
説
」
一
六
五
頁
。

「
第
八
文
書
」
す
な
わ
ち
小
切
手
に
つ
い
て
、
小
川
文
書
・
津
雲
文
書
中
に
は

写
真
が
現
存
し
な
い
。
だ
が
小
泉
輝
三
朗
は
東
京
地
検
内
部
に
て
小
切
手
の
写
真

を
閲
覧
し
て
い
る
。
大
塚
が
紛
失
し
た
写
真
が
閲
覧
さ
れ
て
い
る
の
は
奇
妙
だ
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

前
掲
小
泉
書
、
二
三
〇
頁
。

保
阪
正
康
『
昭
和
史
七
つ
の
謎
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
2
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）
四

九
頁
。
保
阪
に
よ
れ
ば
、
証
言
し
た
憲
兵
隊
員
は
当
時
横
浜
憲
兵
隊
に
所
属
し
て

お
り
、「
自
分
の
存
命
中
は
書
か
な
い
こ
と
、
決
し
て
名
前
を
だ
さ
な
い
こ
と
を

条
件
に
」
語
っ
た
と
い
う
。

前
掲
渡
邊
書
、
二
三
七
頁
。
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
が
憲
兵
隊
の
判
断
に
影
響

し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
説
は
、
戦
時
下
の
様
相
を
知
る
人
々
に
と
っ
て
も
容
易

に
想
起
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
尾
崎
士
郎
が
小
泉
前
掲
書
の
記
述
を
引

用
し
て
、「
中
野
に
対
す
る
憎
念
に
燃
え
て
い
た
東
条
が
、
こ
の
調
書
の
写
し
を

手
に
し
て
、
わ
が
事
成
れ
り
、
と
心
中
ひ
そ
か
に
決
意
を
か
た
め
た
で
あ
ろ
う
こ

と
だ
け
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
」
と
推
論
し
、「
中
野
正
剛
の
自
裁
は
、
憲
兵

隊
で
、
虚
構
の
告
白
を
強
い
た
時
に
決
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
緒
方
竹
虎
の

言
葉
を
肯
定
す
る
（
尾
崎
士
郎
「
叛
骨
・
中
野
正
剛
─
主
観
的
な
覚
え
書
き
」

『
尾
崎
士
郎
短
編
集
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
六
年
所
収
。
初
出
『
別
冊
文
藝
春

秋
』
一
九
六
三
年
九
月
）。
尾
崎
は
中
野
と
共
産
党
の
関
係
で
は
な
く
、
自
身
が

取
調
べ
ら
れ
た
経
験
か
ら
「
ま
っ
た
く
意
味
の
な
い
よ
う
な
こ
と
を
強
引
に
、
一

つ
の
事
実
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
、
憲
兵
以
外
の
人
間
は
こ
と
ご
と
く
国
賊
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
行
動
す
る
人
間
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
驚

①②③④⑤⑥⑦
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き
を
も
っ
て
語
っ
て
い
る
。

陸
軍
関
係
団
体
な
ど
か
ら
、
機
密
費
事
件
を
契
機
に
中
野
と
ロ
シ
ア
共
産
党
の

関
係
を
攻
撃
す
る
文
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
た
と
え
ば
奥
平
俊
蔵
予
備
役
中
将
・

河
西
惟
一
予
備
役
中
将
・
長
堀
均
予
備
役
少
将
『
陸
軍
の
団
結
を
破
壊
せ
ん
と
し

機
密
費
問
題
』
一
九
二
六
年
三
月
（
前
掲
「
田
中
義
一
関
係
文
書
」
一
六
三
）
な

ど
が
出
さ
れ
て
い
る
。

五　

お　

わ　

り　

に

　

政
治
に
お
い
て
嘘
は
つ
き
も
の
と
い
う
。
な
か
に
は
政
敵
を
貶
め
る
「
伝
統
的
な
嘘
」
を
巧
み
に
操
る
者
が
、
政
治
に
長
け
て
い
る
と
の
評

価
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
た
と
え
半
ば
真
実
で
な
い
と
周
知
さ
れ
た
「
伝
統
的
な
嘘
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
広
範
に
振
り

撒
か
れ
る
こ
と
で
、
情
報
の
受
容
者
が
と
き
に
自
分
に
都
合
の
良
い
嘘
を
選
択
し
、
信
じ
込
ん
で
い
く
事
態
を
招
く
。
そ
し
て
拡
散
し
た
情
報

の
な
か
で
「
嘘
」
と
「
真ト

ゥ
ル
ー
ス実」
の
境
界
が
あ
い
ま
い
と
な
る
と
き
、
こ
れ
が
「
嘘
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
想
像
力
は
失
わ
れ
、
嘘
に
安

住
し
、
嘘
を
疑
わ
ず
に
当
然
の
認
識
と
し
て
さ
ら
に
声
高
に
叫
ぶ
安
易
な
道
に
通
じ
て
い
く
。「
伝
統
的
な
嘘
」
の
当
然
視
は
、
や
が
て
嘘
と

真
実
の
境
界
を
破
壊
し
て
、
嘘
を
つ
く
側
も
嘘
に
呑
ま
れ
て
い
く
「
現
代
的
な
嘘
」
を
形
作
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
波
紋
の
巨
さ
を
、
私
た

ち
は
軽
ん
じ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

中
野
正
剛
を
取
り
巻
く
「
嘘
」
の
発
端
は
さ
さ
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。
唱
え
た
人
間
に
嘘
の
意
識
が
あ
っ
た
か
否
か
と
は
別
で
あ
る
。
久
保

田
榮
吉
の
話
は
不
確
か
だ
が
、
当
人
は
獄
中
で
聞
い
た
こ
と
を
著
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
志
賀
和
多
利
は
久
保
田
の
話

を
種
に
、
当
局
の
取
り
締
ま
り
を
求
め
る
質
疑
を
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
当
の
中
野
の
逆
鱗
に
触
れ
て
、
中
野
を
し
て
機
密
費
問

題
追
及
に
駆
り
立
て
、
田
中
義
一
政
友
会
総
裁
を
糾
弾
す
る
軍
閥
批
判
・
反
対
党
批
判
の
一
大
告
発
を
帝
国
議
会
の
場
で
展
開
さ
せ
た
。

　

し
か
し
政
友
会
は
、
か
え
っ
て
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
は
濃
い
も
の
と
決
め
つ
け
、
そ
の
線
で
の
反
撃
に
動
い
た
。
牧
野
良
三
は
、
巧
妙
に

断
言
を
さ
け
な
が
ら
も
、
中
野
の
「
露
探
」
疑
惑
を
議
会
の
場
で
植
え
付
け
よ
う
と
し
た
。
だ
が
充
分
な
証
拠
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

世
人
は
牧
野
や
政
友
会
の
主
張
を
「
嘘
」
と
嗤
っ
た
。
そ
し
て
牧
野
自
身
も
ま
た
、
自
分
の
演
説
内
容
を
「
真
実
」
だ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

⑭
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た
。
そ
こ
に
は
政
治
に
お
け
る
「
伝
統
的
な
嘘
」
の
自
覚
、
裏
返
せ
ば
反
証
可
能
性
を
重
ん
じ
る
「
真
実
」
へ
の
忠
誠
が
あ
っ
た
。

　

だ
が
そ
れ
で
中
野
の
疑
惑
が
世
間
か
ら
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
牧
野
の
提
起
に
喚
起
さ
れ
た
大
塚
良
吉
は
、
身
命
を
賭

し
て
中
野
の
罪
状
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
証
拠
収
集
を
主
導
し
た
。
大
塚
の
行
動
は
、
つ
い
に
警
察
・
検
察
と
い
う
国
家
権
力
を
巻
き
込
む
ま

で
に
至
っ
た
が
、
大
塚
の
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
は
「
嘘
」
と
い
う
よ
り
も
、
中
野
と
ソ
連
共
産
党
と
の
関
係
を
前
提
に
し
た
「
危
機
意
識
」

（「
公
人
ト
シ
テ
其
重
キ
ヲ
為
セ
ル
中
野
正
剛
ノ
共
産
党
ト
ノ
連
繋
ハ
帝
国
ノ
将
来
ニ
波
及
ス
ル
所
極
メ
テ
甚
大
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
…
優
力
ナ
ル
バ
チ
ル
ス
ヲ
芟

除
ス
ル
ノ
要
ア
リ
」）
で
あ
っ
た
。
も
は
や
嘘
は
「
嘘
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ハ
ル
ピ
ン
で
の
執
念
に
も
似
た
蒐
集
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
塚
が
集
め
た
証
拠
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
警
察
・
検
察
が
中
野
を
告
発
し
な

か
っ
た
決
定
的
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
や
は
り
外
国
に
お
け
る
非
合
法
手
段
に
よ
っ
て
得
た
機
密
情
報
の
真
偽
は
、
公
の
場
で
の
証
明

は
困
難
で
あ
り
、
情
報
提
供
者
を
守
る
こ
と
も
で
き
な
い
等
の
事
情
か
ら
だ
ろ
う
。
確
認
し
得
な
い
疑
惑
が
公
然
と
な
る
こ
と
の
リ
ス
ク
は
、

当
局
に
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
警
察
が
動
き
、
検
察
も
証
拠
を
集
め
た
と
い
う
形
跡
は
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
さ
ら
に
中
野

の
最
期
を
検
討
し
た
諸
家
の
見
解
は
、
戦
時
下
の
東
條
政
権
が
中
野
の
議
会
活
動
を
封
じ
る
必
要
を
感
じ
た
際
に
、
過
去
の
「
露
探
」
疑
惑
が

浮
上
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
疑
惑
が
「
真
実
」
と
さ
れ
る
前
に
、
中
野
に
自
ら
の
名
誉
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
選
ば
せ
た
と
す
る
右
の

見
解
は
、
政
治
に
お
け
る
「
嘘
」
と
そ
の
波
紋
の
大
き
さ
─
罪
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
中
野
を
「
露
探
」
と
推

定
す
る
こ
と
で
法
秩
序
を
超
え
た
国
家
に
よ
る
抑
圧
が
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
連
の
疑
惑
を
め
ぐ
る
過
程
は
、
政
敵
を
攻
撃
し
真
実

を
隠
蔽
す
る
「
伝
統
的
な
嘘
」
か
ら
生
じ
て
、
嘘
と
真
実
の
境
界
を
破
壊
し
、
国
家
の
歪
ん
だ
決
定
を
受
容
さ
せ
る
「
現
代
的
な
嘘
」
へ
と
変

容
す
る
様
相
を
物
語
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費24K

04727

お
よ
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scrutiny of contemporary sources and previous studies. The fallacy 
regarding its founding represents nothing but the remnants of past 
ideological conflicts.

Keywords ;  Indonesia, historiography, Islam, nationalism, Sarekat Islam

Reconsidering the Allegations of Nakano Seigō’s “Russian Spy”: 
Political Lies and their Aftereffects

by

KOYAMA Toshiki

　In March 1926, Nakano Seigō 中野正剛 of the Kenseikai 憲政会 raised the 
issue of secret army funds at a plenary session of the House of 
Representatives and pursued allegations of misuse of funds by Tanaka 
Giichi 田中義一, President of the Seiyūkai 政友会 . Later, Makino Ryōzō 牧野
良三, also from the Seiyūkai, gave a speech in the assembly suggesting 
Nakano’s involvement with the Soviet Union. The allegations involving 
Nakano, which are known as the “Russian spy” (rotan 露探) and which  
began with Makino’s speech, are known as one of the most obvious “lies” 
in Japan’s modern political history. This paper will focus on the 
circumstances that led to the creation of the lie and the impact on this 
allegation.
　The genesis of the “lie” involving Nakano Seigō was trivial. It is difficult 
to determine whether the person who told the story was aware that it 
was a lie. The remarks made by Kubota Eikichi 久保田榮一 that started 
the suspicions were unsubstantiated.  However, Kubota may have simply 
believed that he was recording what he heard in prison in Russia. Shiga 
Watari 志賀和多利 of the Seiyūkai, who pursued the Nakano matter may 
have simply used Kubota’s story as impetus to question the authorities, 
leading them to crack down on Nakano. Nakano was so angered that he 
delivered a speech in the Diet pursuing the issue of secret funds and 
denouncing Tanaka Giichi.
　The Seiyūkai, however, deteremined that due to Nakano’s attack on the 
leader of their party, the allegations against Nakano were in fact more 
serious. Seiyūkai representive Makino Ryōzō, while cleverly avoiding 
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categorical statements, made a speech in the Diet attempting to plant 
suspicion about Nakano’s “Russian spy.” However, because he failed to 
gather sufficient evidence, his claims could not be verified. The public 
ridiculed the claims made by Makino and the Seiyūkai as “lies.” Notably, 
Makino himself did not consider the content of his speeches to be the 
“truth.” This was due to a self-awareness of  the “tradition of political lies,”  
or, alternatively, an allegiance to the idea of “truth” could be disproved. 
The Seiyūkai’s “lie” was not only the result of speculation aroused by 
Nakano’s actions, but also by what Arendt called “the tradition of political 
lying,” which was to attack one’s political opponents and conceal the truth.
　The impact of the speech, however, reached an unexpected level. 
Aroused by Makino’s claims, newspaper reporter Ōtsuka Ryōkichi 大塚良吉 
took the lead in gathering evidence at the risk of his own life in an effort 
to expose Nakano’s guilt. Ōtsuka’s actions eventually led to the 
involvement of the state authorities, the police and prosecutors. What 
occupied Ōtsuka’s mind was not a “lie” but a “sense of crisis” based on the 
premise of Nakano’s relationship with the Soviet Communist Party. For 
Ōtsuka, the lie was no longer a “lie.”
　Despite his obsessive collecting of evidence in Harbin, the evidence 
Ōtsuka had gathered was not recognized as such. The definitive reason 
why the police and prosecutors did not file charges against Nakano is 
unclear. However, it is likely that the police and prosecutors were unable 
to prove in public the authenticity of confidential information obtained 
through illegal means in a foreign country and the inability to protect the 
informant. However, there are indications that the police had in fact acted 
and the prosecutors had gathered evidence.
　More than a decade later, Nakano criticized the government during 
World War II and was driven to commit suicide. Experts who have 
examined Nakano’s final days point to the possibility that when the 
wartime Tōjō government felt the need to shut down Nakano’s 
parliamentary activities, the earlier “Russian spy” allegations resurfaced. 
The view that Nakano was forced to choose honor before the allegations 
were tranformed into “truth” reminds us of “lies” in politics and their 
ripple effects̶in this case, the depth of the crime. If the presumptios 
regarding Nakano’s “Russian spy” justified state repression beyond the 
bounds of law and order, the process surrounding the series of allegations 
would illustrate the transformation of the “tradition of political lying,” in 
which political opponents are attacked and the truth concealed, tells of the 
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shift to the acceptace of “modern organised lying” of the state’s distorted 
decisions that obliterate the boundary between lies and truth.

Keywords ;  Secret Funds, Speech to the Diet,   
ROTAN : the Russian Spy, Lying in Politics, Self-deception

Government “Falsehoods” in the Case of Compensating Japanese 
Overseas Properties

by

HAMAI Kazufumi

　The “secret agreements” between Japan and the United States at the 
time of the revision of the Japan-US Security Treaty and the return of 
Okinawa to Japan, as well as other cases, have revealed the “lies” of the 
Japanese Government. The problem of “lies” made by the government, 
which involves the concealment and falsification of public records, can be 
seen as a problem of bureaucratic secrecy and the management of public 
records. This paper examines the policy-making process for the issue of 
compensation for Japanese overseas properties that has not been 
sufficiently clarified in previous studies. By analyzing relevant historical 
sources, including official government documents, it aims to elucidate the 
Japanese government’s response to this issue and uncover the “falsehoods” 
concealed in its approach.
　As a result of Japan’s defeat in the Asia-Pacific War, Japanese nationals 
residing overseas were compelled to repatriate to the Japanese mainland, 
leaving behind their private property in foreign countries. These overseas 
properties owned by Japanese nationals were confiscated by the Allied 
Powers. The repatriates, who lacked a stable livelihood base in Japan, 
demanded compensation from the Japanese government for their overseas 
property. However, during the occupation period, this issue remained 
unresolved due to policies such as those implemented by the General 
Headquarters (GHQ).
　Subsequently, during negotiations concerning the peace treaty, the 
obligation to compensate for the loss of Japanese nationals’ overseas 
properties, were handled as part of reparations. It was decided that this 
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